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平成24年度を皆様とともに

京都土地家屋調査士会　会長　信　吉　秀　起　

　昨年は、東日本大震災・紀伊半島豪雨災害等、甚
大な被害を及ぼす災害に、心を痛めた一年でありま
した。被害に遭われた方々には、ご冥福と一日も早
い復興を心より願っているところであります。倒壊
建物の滅失登記における迅速かつ正確な実地調査、
そして、防災・災害復興の基盤となる土地境界の専
門家として、我々土地家屋調査士の社会的責任を痛
感した一年でありました。
　そんな中、京都府の専門士業が集まって構成され
ております京都自由業懇話会において、防災と災害
復興に関する協議会のご提案を京都土地家屋調査士
会がさせて頂き、現在、協議会の立ち上げに向けて
始動し始めたところであります。防災・減災を超え
て、耳慣れない言葉かも知れませんが事前復興と
いった観点から、耐震補強・狭隘道路・地籍整備等
あらゆる課題に専門家集団として考え、ご提案でき
るよう努めて参りたく思っております。会員諸兄の
御指導・ご協力をよろしく御願いいたします。
　又、社会貢献の場として取り組んで参りました
「京都境界問題解決支援センター」は、法務大臣の
指定を受けて５年。ＡＤＲ法の認証を受けて２年目
を迎え、土地境界問題に関する紛争の解決に向け、
京都弁護士会のご協力の下、府民・市民にとって、
利用しやすく・信頼できるセンターとして、より一
層努力させて頂きます。
　一方、法務局の筆界特定制度においては、現在44
名の土地家屋調査士が筆界調査委員として、筆界の
実質的調査業務を担わせて頂いております。　　　
筆界調査委員の先生方には、件数も多く・複雑なも
のもあって御苦労をお掛けいたしますが、府民・市
民、不動産業界等からの期待はより一層高くなって
おりますので引き続き、よろしくお願いいたしま
す。
　話は変わりますが、村田教授・寺沢教授にお世話
になっております京都産業大学での寄附講座は、イ
ンターンシップ制度と合わせて、ご好評をいただい
ており、毎年250名から400名の学生さんの登録を得
ているところであります。本年も新人講師陣を交え
て、４月９日より開催させて頂いております。社会

を担う若者に、不動産登記制度や土地家屋調査士制
度について理解して頂く場をご提供頂き、我々に
とって有り難いことであり、学生さんにとっても社
会基盤である土地・建物の登記等に関連する知識を
学習することは、今後の人生にとって有益なことだ
と確信いたしております。
　私が重要課題としております業務拡充と経営基盤
の安定につきまして、会員諸兄と充分に話し合い、
共通認識を持って取り組んで参りたいと思っており
ます。法務当局からご依頼を受けている非調査士調
査を基盤として、非調査士による調査・測量・登記
を完全に撲滅し、土地家屋調査士によるオンライン
申請をして一般登記案件の処理を推進するととも
に、官庁におけるオンライン推進にも力を注ぎ、公
共嘱託登記の受託環境整備にもより一層力を注ぎた
いと思っております。
　３条業務にとどまらず、積極的に業務開発に努め
て参ります。地籍整備事業においても昨年は、京都
市の国土調査法19条５項による事業の業務受託がで
き、亀岡市等では、地元議員の先生方の協力の下、
地籍整備事業が産声をあげようとしております。地
籍整備事業の推進においては、公嘱協会・政治連盟
の先生方には、この場をお借りして厚く御礼申し上
げます。今後とも、三会協力の下、地籍整備に限ら
ず色々な活動ができますことを心から期待しており
ます。
　
　総じて、土地家屋調査士は、研修・研鑽に努め、
高い倫理観を持って、府民・市民の信頼に応えられ
る専門職であり続けなければなりません。会員諸兄
のお力をお借りして、会員全員が誇りを持って夢を
抱きながら日々の業務に専念できますよう、さらな
る制度発展・社会貢献に努めて参ります。ご協力の
程何とぞよろしくお願いいたします。

　最後になりましたが、平成２４年度が、会員諸兄
にとって、又、土地家屋調査士制度にとって、良き
一年となることを祈って私の御挨拶とさせて頂きま
す。
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　本年４月１日付けの人事異動により、福岡法務局

から着任いたしました。当局は４年ぶりの勤務であ

り、会員の皆様の中には顔見知りの方もおり、大変

心強く思っています。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

　平素、貴会と会員の皆様には、法務局の円滑な業

務運営につきまして、格別の御理解と御支援をいた

だいておりますことに、厚く御礼申し上げます。

　ところで、昨年３月11日に発生した東日本大震災

から、１年３か月余りが経過しました。被災地の法

務局では、現在も大変厳しい状況の中、通常業務に

加え、職権による倒壊建物の滅失登記、土地の境界

の復元作業等が進められています。土地家屋調査士

の皆様には、建物の滅失登記、土地の境界の復元作

業に必要な現地調査に御尽力をいただき、土地家屋

調査士会では、震災直後から被災者の支援活動、相

談等に熱心に取り組まれおり、その活動に改めて敬

意を表する次第です。

　法務局においても、全国の法務局から被災地の法

務局への支援を行い、当局からは仙台法務局及び福

島地方法務局の各管内に登記官を派遣いたしまし

た。今後も被災地域における区画整理、土地改良事

業等が適正・円滑に遂行できるよう、引き続き支援

してまいります。

　筆界特定制度につきまして、本年で７年目を迎え

ましたが、申請件数は依然として高い水準で推移し

ています。当局では、運用開始から本年５月末現在

まで、506申請881筆界と全国でも４番目の申請数と

なっており、この制度に対する府民の期待の大きさ

が伺われます。法務局といたしましても、信頼され

る制度となるよう努めてまいりますので、会員の皆

様におかれましては、筆界調査委員として、また申

請代理人として、更なる御支援と御協力をよろしく

お願いいたします。

　また、当局の不動産登記法第14条第１項地図作成

作業に関しまして、本年度は、上京区薮之内町の周

辺地区並びに壬生神明町及び壬生中川町地区におい

て、作業を実施しています。京都市が実施する予定

の国土調査事業との連携を図りながら、取り組んで

まいりますので、会員の皆様の御支援・御協力をよ

ろしくお願いいたします。

　電子政府の実現に向けた取組に関しまして、昨年

８月に、政府のＩＴ戦略本部で、「新たなオンライ

ン利用に関する計画」が取りまとめられ、引き続

き、国民の利便性の向上及び行政運営の効率化の観

点から、オンライン申請に係る取組を推進していく

こととされています。当局としましても、更なる普

及・利用拡大に向けた方策を検討しておりますの

で、会員の皆様におかれましては、オンラインによ

る登記申請の更なる利用拡大に向けて、より一層の

御理解と御協力を賜りますよう、よろしくお願いい

たします。

　結びに当たり、貴会のますますの御発展と、会員

の皆様の御健勝・御活躍を祈念申し上げまして、私

の着任のあいさつとさせていただきます。

着任のごあいさつ

京都地方法務局長　吉　岡　慶　治　
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夏・記憶の小旅行
～あの日に帰りたい～

副会長　大　西　　　淳　

　７月に入り、梅雨本番の時期を迎えました。土地
家屋調査士にとっては測量の日を決めるのに苦労す
る季節です。しかも、測量となると蒸暑くて、汗が
頬を伝ってくる辛い日々が続きます。出来ることな
らバカンスとシャレこんでみたいものです。でも、
甘くないのが現実です。
　今まで、原稿の依頼があるたびに、会務のことを
中心に書いてきましたが今回はちょっとひといき付
くことにしました。私、個人の夏の想い出です。皆
さんには何も面白くないですが・・・
　暑い日に測量を終え、自宅に戻ると直ぐに風呂に
直行した。風呂から上がると素麺とその横に鰻のか
ば焼きと胡瓜と茄子の浅漬けが小鉢に綺麗に並んで
いた。冷蔵庫からキンキンに冷えたビールをこれも
冷やしていたコップに注いで、一気にのどに流し込
んだ。あーうまい。この一杯目が本当においしいん
だ。
　食事の後、蚊取り線香をもって夕涼み。床几に
座って、３本目のビールをあけていた。「あれぇ、
ホタルや。めずらしい」庭にある細い竹の葉の上
で、黄色い信号を点滅させている。そういえば小学
校の頃には母屋の隣にあった竹藪にたくさんの蛍が
飛んでいた。前にあった小川が綺麗だったのかな。
土塀にヤゴが這い上がって、トンボに変身していく
姿を朝のラジオ体操に行く前の時間にじっと見つめ
ていたものだ。今思えば、オニヤンマだけで、シオ
カラトンボや赤トンボの変身は見たことがなかっ
た。
　『こーとしの夏・忘れない・心に秘めいつまでも
♪』隣の家から聴こえてきた。懐メロの番組でも
やっているのかな。それにしても天地真理、懐か
し。そういえば高校の時のクラブの先輩が大ファン
だった。
　高校の夏休みはほとんどクラブ活動。毎日バス
ケットボール漬けで、当時は学校で合宿があって、
一週間ほど校舎で寝泊まりしていた。夏休みはバイ
クで通学していた。もちろんノーヘルで。今では到
底考えられないけど、それが許されていた時代だっ
た。大学になって、１年目の夏はグアムに、２年目
は友達４人と車で北海道に行った。３年目の沖縄で
は２回も台風に直撃され、予定が大きく変わり、予
定になかった宮古島の民宿で同じ理由で泊まってい
た東京の男の二人ずれと麻雀三昧の三日間だった。

二回目の直撃で資金的に沖縄にはいられなくなり
（泊まるお金が無くなる）追われるように鹿児島経
由で熊本駅に着いたときにはもう一人の友達と二人
合わせて500円以下の所持金になっていて喫茶店に
も入れなかった。前年の北海道旅行で知り合った熊
本在住の女の友達にお昼をご馳走になった上、お金
を借りてフェリーで京都に帰ってきた。彼女たちは
今どうしているだろう。
　４年目は６月からシアトルに名前だけの語学留学
に。留学ビザをとるのに、東京の大使館に行くた
め、留学コンサルタントで大学の講師をしている九
鬼先生のところに寄った時にばったり会ったのが沖
縄でマージャンをしていた一人、中園さんだった。
彼も留学する準備をしていた。本当に驚いた。シア
トルでは一ケ月目をドミトリーという寮のようなと
ころで過ごし、二ケ月目に４人で一軒家を借りて、
共同生活をしていた。つねおさん、新子、あと一
人、男の子の名前が出てこない・・ごめんなさい。
よくステーキを焼いて食べたなー。三ケ月目は西へ
東へ飛行機乗り放題という旅行に語学学校で知り
合った≪ときお君≫と共に無茶をした。旅行先の一
つサンフランシスコで左京区下鴨の「あおい書房」
で知り合った桂に住んでいた女の子の家に泊めても
らったという男性の家に泊めてもった。彼女のおか
げで二日間も無料で宿泊できた。
　見知らぬあなた、ありがとう。
　想い出の出始めは理想を込めたフィクションで
す。
　今思えば不思議な出会いや巡り会わせがあったん
ですね。もっと不思議なのは、名前が覚えられない
私がほんの少ししかお付き合いのなかった音信不通
の人たちの名前が出てくることです。
　あの時から３０年以上が過ぎてしまいました。学
生の頃、この職業に就くことはもとより、土地家屋
調査士という資格さえ知らなかった私。時代は常に
変化していく中で、３０年後に今年の夏はこうだっ
たと語れることができたらどんなに素敵なことだろ
う。月日が流れるのはあっという間この夏は『節電
と心の充電をテーマに、記憶に残る夏にしょう』私
の記憶を呼び起こしてくれたホタルが静かに羽を広
げた。暑中うう♪お見舞い・申し上げ～ます。
〈キャンデイーズより〉
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御　挨　拶

副会長　木　村　正　和　

　当会副会長に就任させていただいて丸３年が過ぎ
ました、本年の京都土地家屋調査士会第64回定時総
会においても、相変わらず人前でお話しすることが
少しも上手くなっておらず、出席者の方々の心に響
くようなフレーズも発することもできないままと
なってしまいました。せめて明るく元気な総会にな
ればと、笑いだけは取りたい（総会に必要か？しか
し、私にまじめな報告、挨拶等を求めることに無理
があるのです。御理解下さい。）と、もがいてみる
のですが、今年も例年のごとく見事にスベッてしま
い、時間配分でやきもきしておられる総務部選抜の
タイムキーパーはじめ、他の方々にも御迷惑をおか
けしました。反省しております。それでも総会は、
皆様方の御協力のおかげで例年通り静かに（静かな
総会が良いとは決して思っておりませんが・・・）
終了いたしました。本当にありがとうございまし
た。
　そして、この時期になると、会報に皆様への御挨
拶を掲載するからとの原稿依頼が届きます。毎度毎
度で申し訳ないのですが、今年度も『副会長とし
て、本会会則第29条第２項に記されているとおり、
「会長の定めるところにより、会長を補佐し、会長
に事故があるときは、その職務を代理し、会長が欠
員のときは、その職務を行う。」という職務を粛々
と遂行して参る所存でございますので、よろしくお
願いいたします。』と御挨拶させていただくしかあ
りません。皆様方と共に、総会において御承認いた
だいた、事業方針大綱、事業計画、予算を前進させ
るよう努力するのみです。あと1年、本当によろし
くお願いいたします。
　さて、東日本大震災から１年以上が経過していま
す。被災地の現状は種々のメディアからも伝えられ
ていますが、復興という言葉にはほど遠いものであ
るようです。それでも、あきらめず、この国に住む
すべての方々が、復興に向けて、それぞれ自分ので
きることをわずかずつでも行っていくしかないのだ
ろうと思っております。
　今日までに、被災者からも支援者からも、それぞ
れ色々な言葉が発せられています。その中から気に
なっているものを引用させていただきます。自らを
省みるためにも。

　◎千年に一度の想定外というが、全く想定外では
ない。マスコミや研究機関等では、確率は〇〇年以
内に〇〇％という。そう聞くと「今ではない。〇〇
年後だ」と思い込んでしまう。まだだ、まだだと思
いながらやがて突然「Ｘデー」を迎える。それが今
回の被災地責任である。単に確率を言っているだけ
なので、明日にでも、今日にでも起きてもおかしく
ないと思ってその時の備えをするのが、当然である
し、責任である。
　◎被災は場所ごとに、時間ごとに違う。必要なも
のも同様である。一番怖いのは「支援ブーム」が終
わったのではないか、とか「もうニュース性が薄く
なった」とか「震災バブルだ」とか、マスコミが視
聴率優先で報道していたものが、失われてきている
こと。
　◎被災地は大丈夫ではないけど頑張っている。し
かし、いつまでもいつまでも困っているとは言って
はいけないと思っている。
　◎前例があれば、何か問題が起きても、「前例に
従ったまでです」と前例のせいにできるが、前例が
ない場合は新たな仕組みを導入した当人が責任を負
うことになる。それを回避するために前例がないか
ら、と言って拒否することになる。こうして「前例
主義」が組織をむしばんでゆく。

  ◎人間は95人の人が賞賛してくれても、５人批判
する人がいると、批判する人の意見にフォーカス
し、20倍くらいの重みづけをしてしまう。そうする
と95＞５だったものが、95＜100（５×20）となっ
てしまい、批判者の意見に引きずられて、たとえば
批判が多いから、活動そのものをやめようといった
ように意志決定を誤ってしまう。

　◎ 重大な問題は、当たり前にすべきことが当た
り前にできないときに起きる。

　◎我々が少しでも進めておけば、そこを出発点と
して、子供たちが、次の世代がさらに進めてくれ
る。強い意志は継承される。
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ご　挨　拶

副会長　上　口　武　志　

　会員の皆様方には、益々ご健勝にてご活躍のこと
とお慶び申し上げます。
　世間では原発再稼働反対の声が叫ばれる中、私達
のお膝元である関電大飯原発が再稼働されることに
なりましたが、震災復興、福島原発事故処理も遅々
として進んでいるように見えないなか、国、電力会
社等関係機関の国民に対する説明は、後出し情報等
も多く、甚だ不足しているように思えてなりませ
ん。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　只、経済・産業活動・市民生活への影響のことを
考えれば再稼働そのものは、いたしかたのないこと
なのでしょうか、いづれにしても「節電」には出来
るだけ協力し、エアコンも極力控えてこの夏を何と
か乗り越えたいと思います。
　又、毎年の事ではありますが梅雨の集中豪雨によ
る洪水で、家屋の浸水等の災害が各地で発生してお
ります、自然災害で防ぎようのないこととは言うも
のの、被害に遭われた方々には心よりお見舞いを申
し上げるしだいです。
　今暫くは梅雨のスッキリしない天候が続きます
が、この会報が皆様のお手元に届くころには祇園祭
も終わり、蝉時雨の賑やかな鳴き声とともに、盛夏
を迎えていることかと想います。
　さて、私自身の任期も残すところ一年弱となりま
した、簡単ではありますが担当させて頂いておりま
す研究部・地域慣習調査委員会について現在の活動
状況をご報告させていただき、ご挨拶にかえさせて
いただきたいと思います。
　研究部においては、藤村部長を先頭に、部員個々
の研究テーマ成果の纏め、又研究部全体としての課
題として取り組んでいる「ADRの有効活用」に向
けての研究、これにつきましては、先般京都市内に

おいて五つの地域を選定し、一般市民の方を対象
(無作為。)としたアンケートの配布をさせていただ
いたところ、当方が考えていた想定数を超える回答
を寄せて頂き大変喜んでいるところであります。
　研究部としては今後、お寄せ頂いたアンケート結
果を集計分析し、より良い研究成果を出すことによ
り、「ADRの有効活用」に繋げて行ければと考え
ております。
　又、会長より付託されております、新入会員(特
に調査士業務の未経験者)を対象とした実務の実践
研修(インターンシップ)制度の可能性に向けての研
究においても、先般、全国の各土地家屋調査士会、
及び関係団体として近畿ブロックの各司法書士会へ
アンケートを送付させて頂いたところ、これも想定
数以上のご回答を頂きました。
　現在回答頂いたアンケート、又ご提供頂いた関連
資料の整理、分析を進めているところであり、今年
度内には一定の研究成果として、付託事案研究報告
書として提出したいと考えております。
　地域慣習調査委員会につきましては、引き続き新
たな調査地域の選定、調査の実施、又調査資料の整
理等に委員の皆さん一丸となって汗をかいて頂いて
おります、会員の皆様にはこれまでも支部長様を通
じてお願い申し上げているところではありますが、
調査対象となりそうな資料の存在等有力情報がござ
いましたら、ご一報願えれば幸いです。 
　最後になりましたが、どうぞ会員の皆様方におか
れましても、本会の会務に対して、より一層のご理
解と、ご協力を賜り、京都土地家屋調査士会又、制
度の更なる発展へと繋げていけますようお願い申し
上げましてご挨拶とさせていただきます。



平成24年７月31日 第151号（7）土地家屋調査士会

ご　挨　拶

副会長　池　谷　一　郎　

　前年度に引き続き、本年度も副会長をおおせつか

りました池谷一郎でございます。

　前年度、初めての副会長という重責を、会員の皆

様のご協力によりまして務めさせて頂くことができ

ました。

　この場をお借りして御礼申し上げます。

　さて前年度は、広報部担当副会長ということで、

継続事業や新たな事業をサポートして参りました。

　会報の発刊、京都産業大学での寄付講座、イン

ターンシップ受け入れ、市民講座、無料相談会、各

種広告媒体を使った広報、そしてＦＭ京都（αス

テーション）に生出演しての制度広報等「土地家屋

調査士」をＰＲすべく事業を行ないました。

　以前よりはほんの少しだけ「土地家屋調査士」の

知名度がアップしたかなと思いますが、いまだに名

前すら知らないという方がかなり多いと感じていま

す。

　名前すら知らないということは、当然仕事内容も

知らないので、私たちが必要とされる時があるにも

かかわらず、私たちに直接依頼はしてこなく、間接

的に私たちにたどりつき、業務が終ると何となく覚

えられるがすぐに忘れられるという感じがします。

とりあえず「土地家屋調査士」という名前だけでも

知って頂き、そこからどんな業務を行なっているか

を掘り下げていく地道な努力が必要であると私は思

います。

　本音を申しますと、本来こういった広報は、日調

連が主体となって、極端にいうと予算のほとんどを

使ってでも、まずテレビ等で大々的かつ集中してＰ

Ｒし、「土地家屋調査士」という名前を知って頂

き、そこから掘り下げていくのが効果的であると私

は思います。

　それと平行して、各単会での地道な広報が効果を

倍増させると思います。

　よって本年度も広報部では、継続事業等、地道な

制度広報を行なう計画で、特にＦＭ京都（αステー

ション）にて、７月から毎月１回の放送枠を設けて

制度広報していきます。

　副会長として、そのサポートをしていく所存です

が、以前から申しておりますとおり、会員お一人お

一人が広報部員であります。

　その気持ちを忘れずに、何卒ご協力の程お願い申

し上げます。

“会員一丸となって広報していきましょう！”
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ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務部長

田　中　淳　子　

　日頃は会務運営にご理解、ご協力いただきまして

ありがとうございます。

　５月25日の第64回定時総会において、平成24年度

の事業計画および予算が承認されました。今年は例

年よりも会場出席者が多く、一年の区切りとして、

改めて気が引き締まる思いが致しました。

　昨年の就任挨拶において、総務部は縁の下の力持

ちと書きましたが、一年を振り返ってみると、総務

部長としてやるべきことをこなすのが精一杯で、支

えるどころか、逆に役員をはじめとする皆様に支え

られ、なんとかやってこられたように思います。一

年が過ぎ、常任理事としての年間の会務の流れ、各

種事業とのかかわり方もわかってきましたので、今

年度は少し余裕を持って会務に当たれるかと思って

おります。

　総務部の事業計画は例年どおりの項目となってお

ります。今年度、既に会館へのＡＥＤの設置が決定

しております。また、災害時対応として、災害備蓄

品の購入を予定しており、安否確認の連絡体制につ

いても検討していく予定です。新年祝賀会は、昨年

度多くの会員の方に出席して頂きましたが、より充

実した内容になるよう検討し、さらに多くの皆さん

に出席頂き、会員同士やご来賓の方々との交流の場

にして頂きたいと思います。

　非調査士調査については、会として携われるの

は、調査と結果報告に留まります。その調査報告に

各部長挨拶

基づき、非調査士の疑いのある業者や個人に対して

法務局が処分を行ったのかどうか、処分を行ったと

すればどのような処分内容だったのか、そのいずれ

も知り得ないのは大変辛いところではありますが、

今年度も委嘱があれば協力し、事業大綱にもあると

おり、非調査士の撲滅に向けて力を注ぐべきと考え

ます。

　総務部の事業として倫理研修をしておりますが、

昨年度も事務局には会員に対する苦情の電話が多く

あり、苦情と言えないまでも、不安や不信感を原因

とする問い合わせもありました。また、広報部の無

料相談会においても、苦情に近い内容の相談もある

ようです。原因の一つとして、土地家屋調査士とい

う資格と業務内容が、一般市民にあまり知られてい

ないことがあげられます。そのような状況の中で業

務を行っていくには、依頼者や隣接者にどのように

対応していけばいいのか、裏を返せばどのような対

応が苦情につながっているのかを検討し、皆さんに

伝えていく必要があると考えます。それには部を越

えた情報交換等、今後の課題もありますが、一般市

民の声を真摯に受け止め、業務改善に活かせるよう

な仕組みづくりを考えていきたいと思っておりま

す。

　最後になりましたが、今年度もご指導・ご鞭撻の

程、宜しくお願い致します。
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　京都会恒例の会員親睦旅行が平成23年11月25日
（金）～26日（土）にかけての１泊２日の行程に
て、参加者36名で実施されました。
　初日は京都駅より新幹線にて広島に移動、観光バ
スにて市内中心部の繁華街にあるお好み村に移動、
カウンター席での昼食ですが、目の前で完成品に
なっていく状況を楽しむことができ、出来立てアツ
アツの広島焼き＆ビール＝最高の組合せを楽しみま
した。
　次の訪問地である呉の大和ミュージアムでは、戦
前は、世界一の戦艦「大和」を生んだ東洋一の軍港
として、戦後は世界最大のタンカーを数多く建造す
るなど、日本が戦後約10年で世界一の造船国へ発展
する一翼を担い、その後、日本有数の臨海工業都市
として発展し日本の近代化に大きく貢献してきた
「呉の歴史」と「平和の大切さ」を学びました。肝
心の展示内容ですが、全長26.3ｍ［=1/10］もある
戦艦「大和」の他にも、人間魚雷「回天」、潜水調
査船「しんかい」などがあり、潜水艦展望テラスで
は実物の潜水艦を見ることもできます。私は時間配
分が悪く、近くで見ることができませんでした
が・・・　残念！！
　そして、本日のメーン原爆ドーム・平和記念公園
の見学です。昨年は「原子力」・「放射能」といっ
たキーワードを耳にし、何かと考えさせられること
が多かった年であり、私も従来は、「戦争」→「核
兵器」→「放射能・被爆」→「核兵器廃絶」と他人
事のように見学していましたが、今回は新たな気持

広島方面旅行記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財務部長

森　本　　　隆　

お好み村での食事風景

ちで、資料・展示品を見学し「放射能」・「平和」
について考えさせられました。その後、本日の宿泊
先「オリエンタルホテル広島」に到着しお楽しみの
宴会です。電光掲示板を使った電子ビンゴ大会も開
催され、機械不調のトラブルもありましたが、会場
は笑いの渦でした。宴会後は、ホテルの裏で待ち構
えている中四国地方一の歓楽街『流川・薬研掘』
で、各グループがそれぞれに、夜遅くまで親交を深
め、広島の夜を楽しまれていたようです。２日目
は、絶好の秋晴れの下、これまた話題の日本三景・
世界遺産の島である安芸の宮島にフェリーで渡り、
地元ガイドさんの案内に耳を傾け、景色を楽しんで
の厳島神社の参拝です。廻廊で結ばれた朱塗りの社
殿は、参拝時は潮が満ちておりあたかも海に浮かん
でいるようでしたが、昼食後の帰りの道中では、既
に潮が引き始めており一部地面が見えていました。
６時間周期の潮の干満をみて自然のすごさを感じま
した。お昼は宮島名物の穴子料理です。午前中の行
程が適度の運動にもなり、少し物足りないくらいで
したが、とてもおいしくいただきました。
　昼食後は、自由時間で、牡蠣とお酒で盛り上がる
グループや、お土産等の買物に夢中の人々など、そ
れぞれが安芸の宮島を満喫されていました。
　今回の旅行は天候にも恵まれ、楽しい旅行になっ
たのではと思います。今年もまた多くの皆様と共に
参加できたらと楽しみにしています。
　ありがとうございました。

厳島神社　大鳥居
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　あらためて狭い我が家の一室をみまわしてみる

と、いつの間にか新しい電器機器などが増えてい

る。

　昨年、電波の都合でまだ使える（相当古い

が・・）テレビを買い換えた。

　ついでに録画機器も買い換えることになる。数

十万円の出費はかなり痛かったが娯楽のためとあき

らめて出費した。

　間もなく、十数年前に購入した衛星放送受信機が

故障。せっかく電波の都合で仕方なく買うことに

なった大型テレビの性能が十分に使えない。これも

娯楽のため仕方なく買い換えた。

　そのうち、この衛星放送受信機で視聴できる番組

を個人で楽しむため録画する機器が必要となった。

これも娯楽のための仕方なく？新しいものを購入す

る。録画機器２台目。

　またまた、今度はこどもの成長を記録するための

ビデオカメラに不具合が生じ新しい物を購入。痛い

出費だが老後の娯楽のためと観念する。

　そのこどもたちは、ニン○ンドーＤ△というゲー

ム機器で遊んでいる。あまやかしの典型である父親

は子供の人数分を購入した。（携帯電話も家族の数

だけある。与えすぎだ）。

　父親（私）は最近仕事の都合という口実でiP○d

を購入した。昼間は業務に効果的に利用されている

が夜はこどもの遊具に変わる。

　まだまだある電器機器。冷蔵庫・洗濯機・電話

ハイテクボロ家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究部長

藤　村　　　勉　

機・扇風機・コンピュータ・デジタルカメラ・・。

ボロ家のコンセントはそれら全部に同時に電気を供

給することは不可能で、こどもたちは時々コンセン

トにささっている充電中の機器のプラグをこっそり

抜き自分の機器をつなぐ。困ったことは私の業務に

支障がでるかもしれないことだ・・油断できない。

　先日、電気が足らなくなるかもしれないので規定

した時間にお宅の電気を停めると通知がきた。コン

セントにプラグをさしても電気が通じてない時間が

できる。電気のありがたみ、というか電気がないと

生活できないことになっていることをようやく認知

する。娯楽のための電気なら辛抱できるが、生きる

ことに使う電気が停めることを承認することはでき

ない。どうして電気が足らなくなるのか。使いす

ぎ？　つくれない？　

　『原子力発電はクリーンな電気のつくり方』この

広告文がおかしいと３年前に指摘されていた。「放

射能」が人にどれだけ悪いものかということはこれ

より何十年も前にわかっていたはず。

　一旦とまった発電所がふたたび稼働。絶対に壊れ

なければいいらしい。絶対安全と断言できるまで

「不測の事態」の予測は何万通り考えるのだろう。

　『原発反対！』叫ぶ人たちをテレビで観る。ボロ

家がショートする前に電気のつくり方、電気のつか

い方、電気をつかう人、を研究してみようか。



ご　挨　拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修部長

谷　口　　　治　

　日頃は、研修部の活動にご理解とご協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　今年度も昨夏、実施させていただきました研修ア
ンケートの結果および会員各位よりいただきました
研修に関する意見などを元に、会員の皆様のニーズ
に沿った、合理的な研修を立案、実施していきたい
と考えております。
　ＷＥＢ会議システムを利用した南部、北部会場で
のＷＥＢ研修につきましては、研修アンケートでも
会員皆さんに評価いただいており、より積極的に利
用していきたいと思っています。
　また、会員の皆さんに、より良い受講環境を提供
するため、ＷＥＢシステムや音響機材についての検
証を進めていく予定です。
　研修会、講演会等の実施についてですが、４月に
は、児玉日調連業務部長による業務研修会、５月に
は、愛知会赤川先生による講師養成講座を広報部と
協力して行いました。
　他会ではありますが、同じ土地家屋調査士の知
識、経験を伝達していただいているということにな
ろうかと思います。
　今後も、京都会、他会にかかわらず、豊富な知
識、経験をお持ちの土地家屋調査士の先生方に、
様々な分野での知識、経験の伝達ということで研修
講師をお願いしていきたいと考えております。
　６月８日(金)には、京都府警による暴力団排除条
例に関する研修会を行いました。出席回答から想定
した人数を大幅に上回る出席者があり、南部会場で
は研修資料の不足が発生し、ご迷惑をおかけしたこ
とをお詫び申し上げます。
　今後の研修予定ですが、７月には、法学研修会、
８月には、信吉会長が力を入れておられる業務拡大
の一環である地籍調査に関する講演会を、業務部主

催で行います。
　その後は、ＡＤＲ研修、報酬に関する研修、測量
研修などを企画しています。
　皆様の積極的なご参加を期待しております。
　研修部では、土地家屋調査士ＣＰＤに基づく、研
修会での時間管理、ポイント管理を可能な限り厳格
に行っています。
　また、過去１年又は過去２年間、京都会の研修に
参加実績のない方に関しては、調査士法第25条に基
づきまして、出席を促す文書を個別、郵送にて送付
させていただいており、今年度も送付する予定で
す。
　研修ライブラリの運営についてですが、現在研修
部では研修ＤＶＤライブラリを運営しております。
ライブラリには、平成23年度の研修ＤＶＤを新たに
追加し、ＨＰに掲載しています。是非ご利用下さ
い。
　日調連、近畿ブロック研修事業につきましては、
土地家屋調査士特別研修の第７回が終了し、現在は
考査結果の採点中という状況です。また、10月に
は、第８回の募集が行われます。
　ＡＤＲでの代理業務は土地家屋調査士法第３条に
規定された土地家屋調査士の業務です。
　すべての会員が受託可能になるのが本来望ましい
と考えますので、未受講の方は是非ご受講下さい。
　今後も暑い日が続きますが、研修部一同、会員の
皆さんに合理的で有益な研修を、より良い研修環境
で提供できるよう鋭意努めて参りますので、研修会
へご出席のほど、お願い申し上げます。

平成24年７月31日 第151号（11）土地家屋調査士会
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　会員の皆様におかれましては、益々ご健勝のこと

とお慶び申し上げます。

　昨年度に初めて業務部長を拝命し、皆様のご理解

とご協力によって何とか１年を乗り切ることができ

ました。誠にありがとうございます。

　さて、昨年度は、不動産表示登記事務取扱基準の

改正が事業の中心にあり、法務局と色々な協議をし

てきましたが、業務部長として至らない点が多く、

会員の皆様にご迷惑をお掛けしたところが反省すべ

き点かと思っております。

　そのような者に、ある日、広報部長から「部長挨

拶」を題材として、会報の原稿を書くよう依頼され

たものの、筆が進まず、締め切りが過ぎ、早く提出

するよう督促されても、全くもって話題が思いつか

ないので、過去の会報から一部を「コピペ」して誤

魔化そうか・・・と心に魔が差したところ、この

「コピペ」という表現、「コピー・アンド・ペース

ト」の省略であり、ウィンドウズでは「コピー」し

て「貼り付け」という作業であることから、同じ作

業による表現の違いが気になりました。

　そこで、改めて仕事における言葉遣いを考えてみ

ました。まず「境界の主張」という表現が気になり

ました。そもそも「紛争」のない隣接関係において

「主張」を聞くことは、立会をして下さった方の心

に疑念を抱かせるような壁をつくり、わざわざ「紛

争」を起こそうとしているのでしょうか。境界確認

ご挨拶　〜言葉と意図〜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業務部長

中　邨　明　生　

という行為は、「境界の認識の一致」を「確認」す

る行為ではないでしょうか？

　また、専門用語を使わないという話もよく聞きま

すが、専門用語とはその言葉そのものだけではあり

ません。最初にも書きましたが、同じ作業でも環境

が異なれば、「貼り付け」と「ペースト」と表現が

異なるように、言葉の使い方にも専門的表現があり

ます。例えば、「地積測量図の追い出し」という表

現です。つまり「追い出し」の一般的な意味から作

業内容が推測できるのであれば、ある程度の理解を

市民から得ることはできるかも知れません。しか

し、国語辞典にも載っていない意味を適切に理解し

ていただけるとは考えられません。

　このように、他にも色々と誤解を招きかねない表

現があろうかと思います。とすると、改めて平易な

口語体で話すことや適切な表現による文章を書くこ

との難しさを感じるようになりました。

　そのような中、本年度は改正された不動産表示登

記事務取扱基準と関連する資料などを整理する事業

も計画しておりますところ、会員の皆様へお伝えし

なければならないことが多々出てくると思います。

その際、意図の伝わり難い表現をするようであれ

ば、会員の皆様のための業務部とするためにも、よ

り厳しい御指導御鞭撻を賜りますよう、よろしくお

願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。
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　昨年度から広報部長をおおせつかり、今までの継

続的な事業や新しい案件も含め、１年間何とかやっ

てこれました。これも、部会メンバーや皆様のご協

力があってのこそだと感謝いたしております。会報

に至っては内部・外部からのご協力、無料相談会に

至っては各部会・支部・公嘱協会社員さんらに支え

られて成り立っており、改めて横の繋がりの大切さ

を日々感じざるを得ません。

　その広報活動のいくつかを紹介したいと思いま

す。

　京都産業大学の寄付講座「土地家屋の調査と表示

の登記」は、全15回（４月９日～７月23日毎週月曜

日ＰＭ３時～４時30分）あり、講師陣は、広報部か

ら齋藤副部長、小野部員、西村部員、そして中邨業

務部長、平塚会員、山腰会員、兵庫会から井本会

員、滋賀会から小野寺会員の８名で構成されてま

す。人前で話す事を大の苦手としている私が講師を

拒んだせいで、小野部員と西村部員がとばっちりを

受けて講師陣として組み込まれ、パワーポイントを

一から覚え、先輩講師たちと一緒になって頑張って

くれました。私もほぼ毎回出席させて頂きました

が、皆さん堂々と授業され、度胸があるなぁと感心

いたします。これらの努力が実を結び、学生さん自

身の将来に役立ち、学生さんの家族、お知り合いな

どへの制度広報へ繋がっていく事を信じています。

　昨年からの新たな試みとしてのＦＭ京都のαス

テーション出演に関しては、今年度は回数を４回か

ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報部長

西　田　盛　之　

ら９回に増やします。放送日時は毎月最終金曜日15

時20分頃から約15分～20分程度。ＤＪは昨年と同じ

く森夏子さんです。放送内容としては①調査士につ

いて　②境界　③越境（ＡＤＲ・筆界特定）　④建

物登記１　⑤建物登記２（区分含む）　⑥土地登記

１（地目変更）　⑦土地登記（更正・分筆・合筆）

　⑧まとめ（最終）等を考えています。初回の７月

27日（金）には信吉会長、池谷副会長、私の３名が

出演です。

　滋賀会さんにも１回分出演頂く予定です。

　ＦＭ京都さんとのお付き合いのお陰で、７月31日

（火）土地家屋調査士の日の宣伝をＤＪ佐藤弘樹さ

んと信吉会長が放送する（ＡＭ10時35分頃）という

のも効果が大きいものであります。

　今年度はホームページをリニューアルいたしま

す。会員よりもむしろ一般利用者（国民目線）に重

点を置き、どんな素人さんでも分かりやすい表現・

語句にこだわっています。

　全国の土地家屋調査士会の中で一番すばらしい

ホームページにしようという広報部全員の思いが言

葉にせずとも私にはひしひしと伝わって来ます。

　残る１年間、この広報部メンバーと共に、会の

為、一般利用者の為に尽力を尽くしていく所存です

ので、皆様方のご理解とご協力を賜りますようお願

い申し上げます。
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御　挨　拶

　　　　　　　　　社団法人京都公共嘱託登記土地家屋調査士協会

理事長　乾　　倬 一 郎　

　京都土地家屋調査士会々員の皆様、京都公嘱協会

社員の皆様、いよいよ暑くなってまいりましたが、

元気に業務に励んでおられる事と思います。

　私が理事長に就任して１回目の通常総会を迎えよ

うとしております。

　この間皆様には、大きな御支援、御協力を頂き、

適切な協会運営が出来ましたことまことにありがた

く、感謝申し上げます。

　協会を取り巻く環境は昨年と同様、非常に厳しい

状況が続いております。

　東日本大震災からの復旧、復興は国においての至

上命題であり、多くの資金が投入され、平時におけ

る公共事業が縮小ぎみであることは当然のことと肯

けます。

　一日も早く復旧、復興が達成できますよう　皆様

とともに支援を続けたいと思います。

　公共嘱託登記業務における入札問題については、

異常な金額による落札が相次ぎ、低価額こそが正義

であるかのような状況が作られ、まっとうな業務処

理にはこのぐらいのお金が必要ですよという当協会

の意見が全く反映されない状況にあります。

　当協会として、どのように対応すべきか再検討し

なければならない時期に来たと考えております。皆

様においても御理解のほどよろしくお願いします。

　京都府内における地籍調査事業が非常に遅れてい

る状況にあります。行政庁においてはもちろんです

が、府民の皆様にこの事業の必要性、有用性を理解

していただくよう当協会としてもその広報に努めた

いと思っており、又　当協会がこの事業に携わるこ

とが出来れば、社員一丸となって我々の能力を発揮

したいと思います。

　さて、今一番の問題は新制度における公益社団法

人への移行問題であります。

　折に触れ説明しておりますとおり、現在京都府知

事に対し移行認定申請中であります。

　公益認定等審議会委員からは、全く予期していな

かった角度からの質問、意見が出ております。これ

に対する回答等のため役員一同非常に大きなエネル

ギーを費やしております。

　何度も申しておりますが、当協会の事業は公益事

業であり、互助事業や共益事業ではない。この点に

関しては崩すことの出来ない考えであります。

　御理解のほどよろしくお願いします。

　当初予想していたよりも少し時間がかかりそうで

すが、必ずや移行認定がされるものと信じておりま

すので、どうぞ皆様方におかれましても、側面より

御協力を頂きたく、よろしくお願いします。

　最後になりましたが、会員の皆様、社員の皆様暑

い夏、節電の夏がやってまいります。体に十分気を

つけられ、業務に精励されますよう祈念致します。



　会員の皆様方におかれましては、益々ご健勝にて
ご活躍のこととお慶び申し上げます。
　日頃は、京都土地家屋調査士政治連盟活動にご理
解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　京都土地家屋調査士政治連盟は、土地家屋調査士
制度の充実発展及び不動産登記制度の円滑な運営に
寄与する目的において発足し、趣旨・活動につてご
理解戴いている会員に協力を得ながら早11年が経過
いたしました。
　日常土地家屋調査士の業務に携わる会員は、土地
家屋調査士政治連盟の活動と表裏一体の関係とし
て、明日への土地家屋調査士制度の発展を目指すプ
ロジェクトに参画戴いているものであると確信して
おります。
　政治連盟の活動は発足以来徐々ではありますが、
京都北部から南部地域に至るまで、地元国会議員や
地方議員の先生方とのお付き合いの輪が広がってま
いりまして、特に顧問の先生方を中心として本会及
び（社）公嘱協会の役員と共同で、業務に関する意
見交換会を開催する機会が増えてまいりました。
　意見交換会における議題は、特に地方自治体が窓
口となって実施する施策として早急に取り組まなけ
ればならない地図整備事業に集中します。
　全国的にみても、この地図整備事業においては、
特に関西地区の京都は大幅に遅れている深刻な事態
であり、地元国会議員や地方議員の先生方に事業促
進を促す働きかけを行いつつ、土地家屋調査士会の
会員及び（社）公嘱協会の社員共々と力を合わせ、
両面より京都全域の地方自治体に地図作りの必要性
を訴え、早期取り組みの実施を働きかけているとこ
ろであります。

　言うまでもなく地図整備事業が完了すれば、地震
国である日本において関西方面にも昨年の東日本大
震災に相当する大災害が発生したとしても、作業済
データーを十二分に活用することにより、短期間で
土地境界点を正確に復元することが可能であり、早
期の災害復旧に繋がることや、担い手が減少しつつ
ある広大な山林及び放置状態である農地の維持管
理、固定資産税の公平な課税徴収や、将来の土地境
界紛争の防止、更には土地取引の活性化や都市再開
発における公共事業が速やかに計画・実施に着手出
来る等々、幅広く国益に繋がる付加価値を生み出す
ことが出来ます。
　「地籍整備事業」（地籍調査）は土地の戸籍とも
言われ、現地で土地一筆ごとの境界点について所有
者の立会い確認を行い、世界測地系の座標値を以っ
て土地実測の上、高精度による地図作りの完成を求
められているところであります。
　専管業務として取り組まなければならない我々土
地家屋調査士は、伝統からくる匠の技と先端技術の
融合により培った知識と技術を最大限に発揮し、事
業完成に向けて重大な役割を担う一員として責任を
果たさなければならないと考えています。
　今後も役員並びに京都土地家屋調査士会の会員全
員が目標に向かって邁進し、京都府下の地方自治体
が幅広く「地籍整備事業」（地籍調査）に取り組
み、これが追い風状態となって、地図整備事業の進
捗率が他県の追随を許さない水準まで上昇すること
を切に願うものであります。

平成24年７月31日 第151号（15）土地家屋調査士会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都土地家屋調査士政治連盟

会長　森　井　雅　春　

政治連盟の活動報告
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第64回

定　時　総　会

　平成24年５月25日（金）第64回京都土地家屋調査
士会定時総会が、京都全日空ホテルで開催されまし
た。
　当日は会員総数312名のところ115名が出席し、司
会の末永貴裕会員の開会宣言後に、物故会員のご冥
福をお祈りし黙祷を捧げました。その後、出席者全
員で倫理綱領を朗読し、調査士の歌斉唱と続き、17
名の新入会員紹介がありました。
　信吉会長の挨拶後、議長に山藤長継会員、副議長
に山腰昇士会員、議事録署名者に森初三郎会員、溝
尻和弘会員が選出され、議案の審議に入りました。

　第１号議案　平成23年度事業報告承認の件
　第２号議案　平成23年度決算報告承認の件
　　　　　　　監査報告
　第１号議案、第２号議案一括審議の結果承認可決

　第３号議案　平成24年度事業計画（案）審議の件
　第４号議案　平成24年度予算（案）審議の件
　第３号議案、第４号議案一括審議の結果承認可決

平成24年度事業方針大綱は、
　１.　社会貢献と制度発展・啓蒙
　２.　継続的専門的研修による専門職能の強化
　３.　業域拡充と経営基盤の安定
　４.　会員間の交流と連携の強化
　５.　法務局、日調連、近ブロ、政治連盟、公嘱

　　　協会等他団体との連携
が掲げられ承認可決されました。
　そして来賓の入場、紹介の後、表彰式が行われま
した。今年度は京都土地家屋調査士会会長表彰に３
名、京都地方法務局局長表彰に４名、日本土地家屋
調査士会連合会会長表彰に３名が栄誉を讃えられ、
４名が日本土地家屋調査士会連合会会長より感謝状
が贈られました。引き続き京都地方法務局局長　吉
岡慶治様よりご祝辞をいただき、日本土地家屋調査
士会連合会会長　竹内八十二様からのご祝辞を信吉
会長が代読され、第64回定時総会はとどこおりなく
終了しました。

広報部　西　村　好　高　
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京都土地家屋調査士会会長表彰
　会表彰規定第１条第１号
　　山下　耕一　会員（舞鶴支部）
　会表彰規定第１条第３号
　　南　　育雄　会員（嵯峨支部）
　　吉田　昌治　会員（城南支部）

京都地方法務局局長表彰
　局表彰規定第３条第１号
　　山本　貢義　会員（みやこ南支部）
　　池谷　一郎　会員（城南支部）
　　冨田　正典　会員（丹後支部）
　　池田　雄治　会員（舞鶴支部）
　
日本土地家屋調査士会連合会会長表彰
　日調連表彰規定第５条
　　千代　弓雄　会員（嵯峨支部）
　　藤井　孝三　会員（城南支部）
　　木村　實雄　会員（園部支部）
　日調連表彰規定第７条第１項第１号（感謝状）
　　安井　和男　会員（嵯峨支部）
　　山田　一博　会員（嵯峨支部）
　　戸田　和章　会員（みやこ南支部）
　　信吉　秀起　会員（城南支部）

第64回 定時総会次第
１．開会の辞
２．物故会員への黙祷
３．倫理綱領朗読
４．調査士の歌斉唱
５．新入会員の紹介
６．会長挨拶
７．議長、副議長選出
８．議事録署名者の選出
９．議　事
　　第１号議案　平成23年度事業報告承認の件
　　第２号議案　平成23年度決算報告承認の件
　　監査報告
　　質疑応答
　　　　＝休憩＝
　　第３号議案　平成24年度事業計画案審議の件
　　第４号議案　平成24年度予算案審議の件
  　 質疑応答
　　　　＝休憩＝
10．来賓紹介
11．表彰式
　　京都土地家屋調査士会会長表彰
　　京都地方法務局局長表彰
　　日本土地家屋調査士会連合会会長表彰
12．来賓挨拶
13．閉会の辞
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　日本土地家屋調査士連合会
　　　　　　第69回定時総会出席報告

副会長　木　村　正　和　

　平成24年６月19日（火）から20日（水）にかけて
日本土地家屋調査士会連合会第69回定時総会が、東
京都文京区にある東京ドームホテルにて開催されま
した。19日午後は台風４号が関東地方に襲来し、悪
天候の中でしたが全国から180名を超える各会会
長、代議員が出席し、活発な議論が交わされまし
た。京都会からは信吉会長、大西副会長及び私の３
名が出席いたしました。以下、概略を御報告いたし
ます。

１．開会の辞 関根副会長

２．会長挨拶 竹内会長
　昨年度の活動総括、今後の活動方針等について

３．法務大臣表彰授与（全20名）
　当会より池谷敬一　会員、森　初三郎　会員の両
名が法務大臣表彰状を受賞されました。

４．連合会長表彰授与・感謝状贈呈

５．来賓祝辞
　原　優　法務省民事局長（滝　実　法務大臣の代
理）から祝辞が述べられた。

６．議長選出 司会者の指名により下記の方々が選
出されました。
　桑田　札幌会会長・・・１日目の議長、
　山本　徳島会会長・・・２日目の議長

７．議事録署名人指名
　議長より笠原千葉会会長、岡本茨城会会長が指名
されました。議事に入る前に議長より現在の出席状
況の報告があり、連合会役員32名 代議員151名の合
計183名の内、182名が出席しており、本会議が有効
に成立している旨を宣言されました。

８．会務報告
　総括については竹内会長から、 各部等について
は担当副会長から、それぞれ報告がありました。

９．議 事
〇第１号議案
　（イ）平成21年度一般会計収入支出決算報告承認
　　　　の件
　（ロ）平成22年度特別会計収入支出決算報告承認
　　　　の件 
〇第２号議案

日本土地家屋調査士会連合会会則の一部改正
（案）審議の件 総会開会前　会場
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〇第３号議案
連合会会館（シティ委音羽）の処分（案）審議の
件

〇第４号議案
　平成22年度事業計画（案）審議の件
〇第５号議案

（イ）平成22年度一般会計収入支出予算（案）審
　　　議の件
（ロ）平成22年度特別会計収入支出予算（案）審
　　　議の件

　会務報告及び議案に対し63件の事前質問・要望が
届いており、各議案採決の前に執行部から各事項に
ついてそれなりに回答され、会場から関連質問・要
望が寄せられました。

　ちなみに京都会から提出した質問・要望の要旨は
次のとおりです。
　・事務所名（屋号）の登録について
　・土地家屋調査士CPD制度について　　　
　・日調連ｅラーニングの今後について
　・土地家屋調査士特別研修の今後について

　結果、以上の各議案につき、執行部提案の通り可
決されました。
　
10．閉会の辞
　関根副会長が閉会の辞を述べ閉会されました。

竹内　日調連会長

土地家屋調査士
大規模災害対策基金　募金箱

法務大臣表彰状を受賞される
池谷敬一　会員

法務大臣表彰状を受賞される
森　初三郎　会員

議長団　　山本氏、桑田氏

大西　京都会副会長

法務大臣表彰を受賞された
森初三郎会員と池谷敬一会員



（20）第151号 平成24年７月31日土地家屋調査士会

土地家屋調査士　近畿ブロック協議会

第 ₅ ₆ 回定例協議会第 ₅ ₆ 回定例協議会

　平成24年７月13日（金）午後１時からＡ
ＮＡクラウンプラザ神戸にて標記協議会が
開催されました。
　次第のとおり淡々と議事進行がなされま
した。中でも注目すべきは、協議会会則変
更の件において、協議会の事務所を大阪土
地家屋調査士会に置いていたのを、近ブロ
会長の所属する調査士会の事務所に置くと
変更された事です。事務局職員を１名しか
置いていない所属会もあり、事務所を持ち
回りする事に対して負担が大きすぎるとの
意見もありました。しかし大阪会のみに頼
りすぎるというのも公平性に欠けるもので
ある為、多数決により可決されました。
　その他、様々な活動報告や、挨拶、来賓
の祝辞等があり、近畿ブロックの各会が集
まって協議する事により、単位会としてさ
らに視野の広い会務運営ができるものだと
実感いたしました。
　表彰式では大阪法務局管区局長表彰状授
賞者として京都会から、谷口康夫会員、麻
畠克司会員、上總努会員が、近畿ブロック
協議会会長表彰受賞者として阪本樹芳会
員、奥田博会員、溝尻和弘会員が表彰され
ました。
　懇親会では安井和男近ブロ相談役の万歳
三唱により無事閉会いたしました。

西　田　盛　之　

丸田近ブロ会長と来賓の面々

池谷広報部会長が地籍問題研究会を宣伝

議長（信吉京都会長）、副議長（江本兵庫会長）
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次　　第
Ⅰ．議　事
　１．物故者に黙祷
　１．調査士の歌斉唱、倫理綱領唱和
　１．開会の辞
　１．近畿ブロック協議会会長挨拶
　１．議長・副議長選出
　１．議事録署名者選出
　１．議　事
　（１）平成23年度会務報告の件
　　　　阪神・淡路まちづくり支援機構
活動報告
　（２）平成23年度収支決算報告及び監
査報告　　　　の件
　（３）土地家屋調査士会近畿ブロック
協議会会　　　　則改正の件
　（４）役員選任の件
　（５）平成24年度活動計画(案)の件
　（６）平成24年度予算(案)の件
　（７）次期開催地について
　１．連合会報告
　１．全調政連報告
　１．桐栄サービスの扱う保険について
　１．国民年金基金について
　１．平成24年度厚生活動について
Ⅱ．式　典
　１．来賓紹介
　１．近畿ブロック協議会会長挨拶
　１．表彰式
　　　管区法務局長表彰
　　　近畿ブロック協議会会長表彰
　１．来賓祝辞
　１．祝電披露
　１．閉会の辞
Ⅲ．懇親会

安井相談役万歳三唱で懇親会閉会

近畿ブロック協議会長より表彰される奥田博会員

近畿ブロック協議会長より表彰される阪本樹芳会員
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京都境界問題
解決支援センター近況報告

　平素は当センター事業にご理解、ご協力を賜り誠

にありがとうございます。

　現在、センター事務局担当は加藤さんに代わって

運営しています。これまでは洞さん１人で担当して

いましたので不測の事態に対応できない恐れが有り

ましたが、一安心です。

　ここ数カ月センターへの問い合わせが少なくなっ

てきており運営委員にて心配しております。境界紛

争の解決手段として「筆界特定」の申請件数がほぼ

例年並みであることから紛争自体は存在していると

思います。今まで当センターのPRが不足している

ことが原因と考えて、昨年も府下全域の市役所、役

場のリーフレットを配布しました。が、このリーフ

レットを見て問い合わせをされた方はおられません

でした。

　昨年、調査士運営委員７名のうち３名の交代があ

り、これまで気づかなかった点が発見できました。

昨年までの運営委員はほぼセンターの立ち上げ当時

からのメンバーで構成されていて、我々運営委員が

この位ADRセンターを理解しているので、会員の

皆さんもある程度理解されていると思っておりまし

た。しかし新たに加わった運営委員から「会員の皆

さんはまだまだADRセンターを理解できていな

い」との指摘を受け、昨年12月にセンターの研修会

京都境界問題解決支援センター　　　　

　運営委員長　木　下　二　郎　

を開催させて頂いたところ、受講された方から

「ADRセンターは何をするところか解らない。」

「センター関与員が何をしているのか解らない。」

「どのような案件をセンターに持ち込めばいいのか

解らない。」等々の指摘を受けました。

　会報誌、総会、理事会等でセンターのことを報

告、説明させて頂いてきましたが、まだまだ説明が

足りなかったと反省しています。

　センターの取り扱い案件は守秘義務もあり、全て

公開することはできませんが、現在毎月の取り扱い

件数など報告出来るものから発信するようにさせて

頂いております。

　私に残された任期もあと１年。いろいろな課題を

克服し、「よりよいセンター」に近づく形で次の運

営委員にバトンタッチできるよう頑張りますので、

会員皆様のご理解、ご協力をよろしくお願いしま

す。



　去る２月25日、チャリティーボウリン
グ大会が京都市内の京劇ドリームボウル
で開催されました。
　これは平成22年度の、調査士制度60周
年記念のチャリティーボウリング大会を
受けて、23年度は会員親睦の他、社会貢
献・広報活動・福祉活動を目的とした
チャリティー事業として企画されたもの
です。
　当日は幸い小雨の降る、測量には行き
たくなくなるボウリング日和で、フロ
アー貸し切りで午後１時30分受付、約70
名の参加者を得て、２時から会長挨拶に
続き準備運動の後、参加者は各々のレーンに分かれ
プレー開始となりました。
　チャリティーなので、参加費には寄付金を含んで
いるものの、他に特別ルールとしてストライクを取
るかガターになった場合は、最高額を1000円として
１回に付き100円の募金を設定し、前もって各レー
ンには募金箱と両替用小銭の用意をしてあります。

　私については、とりあえず玉を放ってみると、
あっさりストライクとガターの両方が出たので、
さっそく両替して少ないストライクと、それより少
し多めのガターで、ささっと1000円寄付して後は
ゲームを楽しみました。もっともスコアは惨憺たる
もので、さらに数日間の筋肉痛に苦しみましたが。
　プレー終了後、表彰式があり成績発表と上位入賞
者及び、10位・20位等キリ順位の成績者には記念品
が贈られました。そして閉会の挨拶で全て終了し、
帰宅する人、懇親会に参加する人、それぞれに散会
しました。
　集まった寄付金は既報のとおり、事前に選定した
京都府内の７つの児童福祉施設に寄付しました。
　最後に、今年度もチャリティー事業を企画してい
ます。この文を掲載した広報誌が手元に届く頃に
は、案内がされているかも知れません。昨年度以上
の多数の会員の参加を、お願い申し上げます。
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チャリティーボーリング大会

財務部　衣　川　元　七　



　広報部ではもっと土地家屋調査士を一般の方々に

認知していただくためラジオによる広報活動を始め

ました。αステーションは京都、滋賀、大阪、奈

良、神戸、三重に至るまで約1700万人660万世帯を

カバーする視聴エリアをもつため、大変効果の高い

広報活動になっていると思われます。ちなみに私の

実家は名古屋ですが、車で実家に帰ったときに名古

屋市内にいてもいつまでも聞こえるほどでした。

　私が出演したのは２回あります。昨年の11月２４

日に田中総務部長と出演したときと、１月26日に岩

鼻中丹支部長と出演したときです。

　まずは田中総務部長と出演したときですが、調査

士の土地の仕事について一般の方が聞いてわかりや

すいようにお話ししました。田中総務部長は直前ま

でカチコチで顔が引きつっており、「無理やわー」

と連呼されておられましたが、いざ放送が始まると

最初こそ緊張していたもののすぐに落ち着かれてお

話しされていました。私はというと直前ともなれば

「なるようにしかならん、DJの方がフォローして

くれるだろう」という気持ちで望んだため緊張せず

にお話しできたのではないかと思います。放送が終

わるといろんな方から「聞いたで」「DJ齋藤」と

メールが来たり、言われたりしました。事前に告知

していないにもかかわらず多くの方が聞いておられ

ることにびっくりし、広報効果が高いことがよくわ

かりました。

　２回目は岩鼻中丹支部長と調査士の行う登記につ

いてお話ししました。岩鼻中丹支部長は始まる直前

まで全く緊張することすらなく、DJの方と普通に

世間話をされていたのですが、いざ始まり岩鼻中丹

支部長の担当部分が来ると、さっきのリラックスは

どこかへ行き、棒読みになってしまいました。私は

というと２回目の方がさらに緊張しないだろうと

思っていたのですが、前回よりももっと良くしよう

と思ったとたん緊張してしまいうまく話せませんで

した。ラジオってやはり緊張します。

　広報部ではこれまで様々な広報活動を行ってきま

したが、どうしても広報媒体がチラシや看板など地

域が限定されるものが多かったと思います。しかし

ラジオは本当に広く活動が行える媒体です。広報部

では７月27日から全９回、毎月最終週の金曜日15時

10分ごろから約15分間、DJ森夏子さんとともに広

報活動を行っていきます。みなさんの周りの方にも

是非お知らせください。私達の仕事を理解していた

だく大変良い機会であり、「とちかやちょうさし」

や「測量士」などと呼ばれなくなるのではないで

しょうか。
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αステーションの生放送に
参加して
αステーションの生放送に
参加して 広報副部長　齋　藤　大　輔　



　３年程前から、事務所への通勤用に自転車を買っ

たのがきっかけで、健康の事も考えて　自分達で自

転車の同好会を作ってサイクリングをしています。

同好会の名前は「ゆるゆる倶楽部」、現在の会員数

は３名でメンバーは、会員ナンバー１番の私、会員

ナンバー２番は山本雅史事務所の四辻さん、会員ナ

ンバー３番は、現在京都会の副会長をされている上

口さん、この３人で色々なところに出かけていって

楽しんでいます。

　この倶楽部の活動理念？は、

一、決して無理はしない安全第一　私なんかはきつ

い勾配の道などは躊躇無く歩いています。

一、行った場所では色々と探索して楽しむ　名所旧

跡は勿論のこと、ついつい気にな

るのが境界標の種類とか埋設の仕

方、それに街区基準点等を観察し

ながら　

一、その日に消費したカロリーは、そ

の日の内に取り返す　出来るだけ

ご当地グルメをと思っています

が、何故か統計で言うと「王将」

が多いのはなぜか、尚 不足分は

お土産で補うといった感じの　ゆ

るゆる　で活動しております。

　例会は、月に一回ですが、最近は、

少し怠け気味です。

　此までに行ったところを幾つか紹介すると、一番

最初に行ったのは、木津川に掛かる八幡市の流れ橋

から宇治の平等院へ、そこから桃山御陵を経由して

伏見の寺田屋まで、それからは亀岡から日吉ダムや

丹波篠山市に、この道中の急な坂道は殆ど歩いてい

ました。福井県の小浜、白浜の三段壁、ご心配は無

用です目的地までは車で行きます。滋賀県の近江八

幡から安土城跡と能登川の水車まで行った帰りに

は、ラジコンの飛行機を飛ばしている人に話しかけ

て、実際に目の前で飛ばしてもらったり、長浜の小

谷城跡、関ヶ原の古戦場、ここでは島津義弘が前進

撤退した道を自転車で走ってみたり、奈良の明日香
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西山支部

山　藤　長　継　

サイクリング



村のキトラの遺跡では、折角長い長い坂道を登って

行ったのに、もう埋め戻してあって何も無かったと

か。昨年、奈良の平城京跡の大極殿へ行ったときに

は、法隆寺まで車輪を延ばし、帰り道の奈良公園で

Ｕ口さんは鹿に煎餅をあげておられました。猿沢ノ

池の近くの有名な草餅も食べましたし、お土産に奈

良漬けまで買ってしまいました。また淀川の河川敷

を下って大阪湾まで行ってみようと言うことになり

挑戦しましたが、会員ナンバー１番と３番の体力不

足により思ったより時間が掛かってしまった為、梅

田までで断念してしまったこと。絶対にいつかリベ

ンジしてやると思っています。これも昨年ですが私

たちにとって大きな出来事がありました。それはテ

レビに出演したことです。その日は、サイクリング

ロードを京田辺まで、そこから蟹満寺経由で笠置ま

で、行列の出来るラーメン屋の前を通って木津川市

まで行った帰り道、もうヘトヘトで膝もガクガクで

おまけに向かい風、やっとのおもいで、木津の流れ

橋までたどり着き休憩していると、若い男性が近づ

いてきて、「今、テレビの撮影をしているのです

が、このサイクリングロード（ 正式名称　八幡木

津自転車道線 ）を女性のタレントさんが自転車で

走って来るところを、逆の方向から自転車ですれ違

う様に走ってもらえないか」というお

願いをされたのでした。しかたなく？

ＯＫして走ってあげました。その後、

番組名と放送日を聞いてびっくり、朝

日放送の「ココイロ」という番組で、

八幡市の木津の流れ橋の紹介をすると

のこと、半信半疑でしたが、後日放送

日にテレビを見てみると、確かに上口

さんと私が写ってました、当然後ろ姿

で、それも２秒間だけ、それでもＤＶ

Ｄに撮って、来る人来る人に、見せる

は見せるは、これ俺やで。

　こんな感じで毎回「ゆるゆる」走っております。

それでストレスを少しでも発散出来て、尚且つダイ

エットにつながればと思っております。

　そしてメンバーの体力の続く限りいつまでも継続

出来たらと願っています。

　もしよかったら、一度ご一緒しませんか？　逆に

ストレスが溜まるかもしれませんが。
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京都産業大学寄付講座

広報部　小　野　雅　志　

　現場で測量をしていると、携帯が鳴りました。
「京都産業大学の寄付講座の講師の件なんやけ
ど・・・。」「（うわっ！やっぱりきたか。）ま
だ、新人なんですけどよろしいんですか？」「大丈
夫、大丈夫。」広報部員ということもあり断るわけ
にもいかず引き受けさせて頂きました。
　私が担当したテーマは「京都産業大学の不動産～
私たちの大学の不動産を考えてみよう～」であり、
受講生により具体的に調査士の仕事を知ってもらう
ために今年度より新たに設けられたものです。新し
い内容ということで、資料も一から作成しなければ
ならず、しかも私はパワーポイントで資料を作成し
たこともない状態でした。事前の打合せなどで資料
作成は10時間の準備で10分くらいの講義時間と聞い
ていたので、かなり早めに準備にとりかかりました
が、本当にそのくらいの時間がかかったような気が
します。内容は欲張らず削ぎ落とすことが大切との
ことだったのですが、作り始めるとアレもコレも言
わなくてはとなってしまい、削ぎ落としたつもりが
膨大な資料となりました。
　講義はこの原稿を書いている時点で全15の内10回
まで終了しています。今年度の受講登録者は155名
と例年と比べて少ないこともあり、教室も昨年まで
の大教室から少し小さい講義室に変更になりまし
た。そのおかげで、受講生との距離が近く、受講生
も比較的講義に集中しているとのことです。
　同じ広報部の西村先生以外は何度も講師をされて
いる先生方ばかりで、参考に講義を見学に行かせて
もらうと、堂々として受講生を集中させるための工
夫をこらした授業をされています。「これはヤバ
イ。」と非常に焦りましたが、「第一声の挨拶を大
きな声ですれば、後は言葉がついて出ますよ。」と
先輩講師の皆さんに励ましていただきました。また
幸運なことに、私の講義の直前に調査士会で愛知会
の赤川美咲先生による「講師養成講座」があり、そ
れを参考に何とか教壇に立ちました。アドバイス通

りに「皆さんこんにちは！」と大きな声で挨拶をし
て、後は受講生の皆さんに伝えたい事を只々しゃべ
り続けました。講師養成講座で教えて頂いたことは
全然実践出来ず、先輩講師の方々の様な余裕も無
かったのですが、最後端折り気味で予定の90分を終
えることが出来ました。その開放感たるや、苦労し
た末に隣接の筆界がとれた如く、でした。
　講義後の小テストのコメントには、「難しい」
「資料多すぎてわからん」といったものもありまし
たが、「法務局で実家の登記を調べてみたい」「自
分の大学の事で理解しやすかった」等と書いても
らっているものもあり、土地家屋調査士の仕事に対
する理解を少しは深めてもらえたと思います。私に
とっても良い経験となりました。
　受講生の中には寄付講座をうけてインターンシッ
プの申し込みをした人もいます。また、ある講師の
先生は、受講生から事務所で働かせて欲しいと言わ
れたと聞いています。寄付講座により、若い人達が
土地家屋調査士を目指すきっかけにもなっているよ
うです。
　ベテランの先生も新人の先生も、寄付講座の講師
の募集があった際には、土地家屋調査士の未来の為
に是非ともお引き受けいただきますようお願い致し
ます。
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　京都府立林業大学校を
　　　　　　　　訪問しました

　この春京都府南丹土木事務所へ行きますと「京都

府立林業大学開校」と書いたのぼり旗を見かけまし

た。「へえ～、そんな大学ができたんや。」と思っ

てみておりましたが京丹波町役場へ行くと、またま

た同じのぼり旗「へえ～、どんな大学なんやろうな

～。」と少し興味が湧いておりました。

　そんな時、京都土地家屋調査士会の会報を作るに

あたり林業大学のことを思い出し「よし、いっそう

の事どんな大学なのか会報で紹介してみよう。」と

思い訪問することにしました。京都府のホームペー

ジより連絡先の京都府林務課に電話をいれたところ

「学校は京丹波町和知支所の隣ですからぜひそちら

へ行って下さい。」と聞いて早速お邪魔することに

しました。

　学校に行きますと副校長の木村祐一さんと教授の

山崎拓男さんに迎えていただき、いろいろお話を

伺ってみますと私が想像していたよりも遥かにすば

らしい大学でした。

この春より第１期生21名の学生が講義に実習に頑

張っておられます。

　修学期間は２年間で、森林林業科の学科として２

年次に林業専攻と森林公共人材専攻を選択されるこ

とになり、それぞれ実践的な研修を受けた後に林業

専攻には「高性能林業機械操作士」森林公共人材専

攻には「森林公共政策士」の京都府独自の資格が付

与され、第一線で働ける人材の育成を目指されてお

広報部　片　山　文　昭　

ります。

　その他に、就業希望者を対象とした「林業トレー

ニングコース」や実際現場で働いている人や一般の

方を対象とした短期の研修科もあるそうです。

　とにかくいろんな事がOnly1（オンリーワン）な

大学で、西日本で唯一の林業専門大学校だそうで京

都府の真ん中で森林に囲まれた和知という場所が選

ばれました。地元の京丹波町でも地域ぐるみで林業

大学校をサポートされ、また大学校も地域の行事等

に積極的に参加されています。ちなみに全国で林業

大学としては６校あるそうです。

　他にも前段でも紹介しましたが全国初の最新鋭の

高性能林業機械を操作する研修、また最近多く見ら

れる野性鳥獣害に対応する研修、そして木造建築な

どの木材利用までの技術・知識、さらに京都ならで

はの茶道、華道、庭園などの「木」に関わる文化を

学ぶ講座など、この大学でしか学べないことが多く

あります。

　したがって当然に京都府林業大学校ならではの各

界一流の特別教授、客員教授をも迎えておられま

す。

　京都府立大学とも包括協定により公共政策の専門

講義の提供を受け、また世界的なチェーンソーメー

カーとされるドイツの株式会社スチールとも教育協

定を結ばれドイツへの海外研修の予定もあるとかで

魅力いっぱいの大学です。
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　２年間で学ぶ事がたくさんあり、学生達も大変で

測量の勉強もされるとか。

　少しうらやましいこともあります。京都府と株式

会社モンベルとの共同制作によるオリジナルジャ

ケット、同じく株式会社一澤信三郎帆布との共同制

作で筆記具、教科書はもちろんナタ、ノコギリまで

収納できる肩掛けかばん（私もほんとうに欲し

い。）が京林大生の制服です。

　私は田舎育ちで森林は身近な存在でしたが、林業

は三代以上に亘る長期なプロジェクトであるのを子

供ながらに見ておりました。しかしながら森林は後

継者不足等さまざまな問題により危険な状態になろ

うとしています。森林を守ることは環境を守る第一

歩ですがそんなとき、森林を守り生かせる担い手の

育成を目指された京都府の取り組みは本当に嬉しく

思います。

　学校長の只木良也氏は　

即戦力としての技術や知識を身に付けることは

もちろん、自然を尊敬できる人を育てたい

とメッセージされています。

　ひよし府民の森で教授の志方隆司さんに案内して

もらい機械操作の実習をしている学生達を見たと

き、みんな真剣な目つきとともにキラキラ輝いた表

情が印象的で「京都の森、日本の森はオレ達にまか

せろ。」と言っているようでした。

　ガンバレ京林大生！！
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若手勉強会活動報告若手勉強会活動報告

　若手勉強会の代表、齋藤大輔です。ほぼ月１回10

人程度で様々な視点から勉強をしております。

　さて先日宮崎会の児玉先生の研修がありました

が、様々な調査士の可能性について触れておられま

した。ちょうど私も特に企業不動産について研究を

している最中であり、児玉先生の研修は私の方向性

について後押しをしていただけたものだと思いまし

た。そこで私の研究中の企業不動産について若手勉

強会で発表しました。勉強会の開催日についてお伝

えしたのが遅かったため残念ながら３人しか集まり

ませんでした。しかし現状における調査士の危機感

を持ち、なおかつ将来について登記によらない調査

士のあり方を考えておられる先生ばかりでした。

　「不動産の行く末と企業不動産」という題名で今

後は調査士が企業不動産戦略に積極的に関わってい

けるのではないかという研究発表です。内容は人口

減少問題から国土交通省が５年に一度行っている

「土地問題に関する国民の意識調査」などの様々な

資料をもとにした現状分析を行った後で、不動産の

リスクについて考え、その中から見えてくる不動産

の本質についての定義づけ、企業不動産の財務構造

から見えてくる不動産の問題点、その問題点に関す

る調査士の関わり方です。

　調査士が企業不動産に関わるには様々なことにつ

いて勉強をしなければなりません。その大きなポイ

勉強会代表　齋　藤　大　輔　

ントが財務分析でしょう。今後勉強会の中で財務分

析について勉強をしたいと思っています。

　しかしながらなぜこのようなことを勉強会でやっ

ているのかと言うと、調査士がもっと不動産を動か

す源泉になるべきだと考えているからです。いやな

れると思っているからです。調査士自らが積極的に

仕事を生み出すようになれば、現状の不動産流通の

あり方が全く異なってくるのではないでしょうか？

つまり今までは「不動産業者→調査士」だったのが

「調査士→不動産業者」になる可能性だってありま

す。不動産の根幹を担うスペシャリストだからこ

そ、様々な分野の勉強をすることによって不動産に

関する多くの仕事に関わることができるのではない

でしょうか。今後勉強会を続けるに当たって一見調

査士とはなんら関係ないような勉強会の内容かもし

れません。でも調査士の未来のことを考えてテーマ

は選んでおります。ご興味のある方は勉強会にいら

してください。

　もちろん調査士の実務に関することもやっており

ます。６月は「法定外公共物の時効取得とその裏

技」について大阪の船戸調査士による講義も行いま

した。こんなことをやってほしいなど要望がありま

したら齋藤まで声をおかけください。

　勉強会の参加お待ちしております。
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支
部
だ
よ
り

　今日は梅雨の中休み。よく晴れて日差しが強く、
もう夏の気配です。天気は我々、土地家屋調査士の
業務に大きい影響があり、梅雨明けが待ち遠しいよ
うな、そうでないような・・・
　会員の皆様方は来る暑さに負けず、ご活躍される
ことと存じます。
　みやこ北支部は、昨年より、みやこ南支部と合同
で本会の無料相談会に参加させて頂いております。
相談内容によっては時間が足りないような時もあ
り、相談者が納得のいく説明をできたのか、また本
当に満足されて帰られたのかと不安を感じる時もあ
り、相談を受けながら、私自身が勉強する必要があ
ると考えさせられます。皆様はいかがでしょう？
　さて、みやこ北支部の支部会員数は、１名の新入
会員、１名の事務所移動、また２名の廃業により変
動はありません。ネームプレートを入れ替えする時
に私のネームプレートが少しずつ、上がっていくに
つれ、知識や経験等から考えると、こんなに上の方
ではないんだけどなー、と感じております。支部会
員数に変動はありませんが、『みやこ北支部』と
なってから支部会費の徴収はなかったのですが、私
が懇親会に力を注ぎすぎたのか、そろそろ支部会費
を徴収する事となりそうです。これからは費用負担
を軽減し支部会員同士の親睦を深められるように努
力致します。
　なにやら私の反省話ばかりでしたが、そろそろ恒
例の『上京区民ふれあいまつり』の参加申込が始ま
る時期です。今年も距離当てゲームに参加してくれ
る子供が、どのような測量をしてくれるのかが楽し
みです。
　そうそう楽しみが、もう一つ。先日、今年も『イ
ンターンシップ』は、いかがですかと連絡ありまし
た。学生さんに教えながら私も勉強させられる事も
あり、どんな学生さんが来てくれるのだろうかと楽
しみです。
　なにやら、『私だより』となりましたが、今後
も、支部会員の皆様の為、支部研修会等を企画し、
本会事業等に積極的に参加・協力していきたいと
思っております。

支部だより
　　　　みやこ北支部　支部長

竹　中　一　男　
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みやこ南支部活動報告及び支部だよりVr2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みやこ南支部　支部長

平　塚　　　泉　

１、活動報告（主な活動のみ）前回報告の以降のみ
①平成24年１月27日「第三回支部研修及び支部会員
　新年会」
②平成２４年４月２７日支部総会開催　　　　　　
　　　　　　　　　　　
２、支部だより
　支部会員の皆さんには何かとお忙しい中、支部の
事業に参加くださりありがとうございます。
　先日、23年度の事業報告を支部総会の席でさせて
いただき、何とか１年無事支部会務を出来たこと、
御礼申し上げます。また、本会へは前回の支部だよ
りでお話していた、支部資料の保管も決議でき、本
会で有意義に利用していただければと思います。
　さて、他の支部の総会状況が気になる中、本会の
ＨＰに掲載された城南支部の総会状況を見せていた
だくと写真まであり、活気のある支部運営が出来て
いるなあと思いました。（特に広報関係）、また、
他の支部のＵＰも楽しみにしております。
　そこで、みやこ南支部の方では最近、私が支部会
員に発信した２つのメールを紹介させていただこう
と思います。
　１つは道路明示の関係で以下のとおり　
　支部会員各位へ
京都市内の支部会員が多いので情報です。
５月１日から、京都市内の認定道路の情報が京都市
のＨＰで検索可能です。
ＵＲＬは下記のとおりです。最終的には道路明示課
に足を運ぶことになるかも知れないですが、役に立
つＵＲＬです。ご利用下さい。
http://web.gis.survey.ne.jp/Kyoto/ninteirosen/

　もうひとつは地図関係で以下のとおり
　支部会員各位へ
京都市の資産税課では課税のための地番図を公開し
ました。
下記のＵＲＬで見られます。地図訂正の際の参考資
料として使えるかも・・
とにかく、法務局からの地番図の閲覧依頼書が出な
い中、助かります（これはあくまで空中写真から地
番をおとしたものですが）
http ://www.c i ty .kyoto . jp/r iza i/ze i/page/
chibankokai/main.html
参考までに！！
　このように情報を発信して、少しでも支部会員の
業務に直結するものは利用できればと日々思ってい
ます。
一番皆さんに関係の深い京都地方法務局での不動産
登記規則第36条関係（法人資格証明等の省略）の指
定庁扱いの解除がいつか実現しないかと個人的に
思っています。本来庁内のデータを双方やり取りす
れば済むことなのに指定庁扱いにしています。情報
の管理が大変なのはわかりますが、既にネットワー
クで繋がっているにも関わらず利用しない手はない
と思うのです。オンライン化を進めたいならそれく
らいのハードルは超えてもいいのではないかと思い
ます。日々、日常業務の中で一調査士として、有益
な情報、また流れを汲み、支部会員に伝達・研修で
きるか考え、支部長２年目を迎えます。よろしくお
願いいたします。
　支部総会（場所・ホテルモントレー）の総会及び
懇親会の写真貼り付けましたので、ご覧ください。
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　会報が発刊される頃は真夏の暑い中と思います

が、今日は６月30日（土）梅雨真っ只中で、ここの

ところ雨がよく降ります。

　私の生計の補助として耕しているネコの額程の畑

でジャガイモを掘る予定としておりましたが、今日

が支部だよりの締め切り日となっている事に気づ

き、あわてております。

　６月最終日…カレンダーには、“いただいた苦労

はかならずみのる”と書かれており、苦っと思いな

がら机に向かう事となりました。

　嵯峨支部定時総会は、去る４月27日（金）に、京

都花園会館教化ホールにおいて開催いたしました。

　支部会員42名中 出席24名・委任状提出者14名で

した。

　新入会員があったのですが、紹介前に支部移動さ

れ、また１名の会員移動があり、計２名の移動があ

りました。

　今年度の支部活動として、支部定時総会におい

て、例年どおりではありますが、下記の事項につい

て承認可決となりました。

※支部活動事業として、

　１．研修会の実施　業務研修

　２．会員の親睦交流

　３．本会事業への積極的な参加

※支部予算について、

１．支部規則20条（旅費、手当等）の運用、支部役

員の活動及び通信費等役員手当支給。

支部だより・報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嵯峨支部　支部長

山　内　利　隆　

２．旅行補助金（支部補助金）につき、予算額では

不足が生じている。

　　（予備費よりの流用となっている。）

３．単年度予算として、

　　本年は北海道にて地籍シンポジウムが予定され

ているため、支部交流研修費を増やし、参加者

に研修費手当として支給し、研修として多くの

会員が参加できる様に会員の自己負担軽減を考

慮すべきである。

４．支出科目間の流用を認める事の明記。

　上記支部予算について、

１の徹底をする事、２については４の明記で執行

し、３については、現時点に於いて参加者の人数も

特定出来ない為、シンポジウム参加補助金額につい

ては支部役員で協議し決定する事で１乃至４につい

て異議がなく承認可決いただきました。

　また、今年度も例年どおり全国一斉無料表示登記

相談会が開催となった折りには、嵯峨支部も参加し

たいと考えております。

　支部だより・報告でした。
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支部だより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伏見支部　支部長

宮　坂　雅　人　

　平成24年４月27日に無事支部総会を終えることが

出来ました。支部の皆さんをはじめ、多くの方のご

協力があってのことと感謝いたします。

　今年度は、昨年と同様に「無料相談会」（10月20

日予定・３月日未定にも開催予定）、京都地方法務

局伏見出張所との研修などの事業を計画しており、

その他に支部会員でゆっくりと語り合える研修（一

泊）を新たに企画しています。

　この春、支部にとっても大変うれしいニュースが

ありました。既に日調連から発行されている「土地

家屋調査士６月号」でご存じの方も多いと思います

が、大先輩の美濃勉先生が、平成２４年春の黄綬褒

章を受章されました。受章本当におめでとうござい

ます。

　ちなみにwikipediaでは「黄綬褒章」について以

下のように説明されています。

　黄綬褒章（おうじゅほうしょう）

　「業務に精励し衆民の模範たるべき者」に授与さ

れる。

　1887年（明治20年）、黄綬褒章臨時制定ノ件（明

治20年勅令第16号）により、「私財ヲ献納シ防海ノ

事業ヲ賛成スルモノニ授与スル」（沿岸防衛事業へ

の私財提供者）と定められた。このときの受章第１

号は、中井新右衛門。その後数年間は授章されたも

のの、長らく途絶えた。この勅令は、1947年（昭和

22年）の内閣官制の廃止等に関する政令（昭和22年

政令第4号）により一旦廃止された。

　1955年（昭和30年）の栄典制度改正により、授与

する理由をあらためて再度制定。同年、多年にわた

り水稲農作技術の向上に努力した北海道の天崎正太

郎が新たな受章第１号である。改正されてからは、

毎年500人 - 600人が受章している。2003年（平成15

年）の栄典制度改正では、「第一線で業務に精励し

ている者で、他の模範となるような技術や事績を有

する者を対象とし、受章者数の増加を図る」ことと

された。

（インターネット　wikipediaから一部抜粋）

　さて、私事で恐縮ですが、去る６月22・23日とパ

シフィコ横浜で開催されました「Ｇ空間EXPO」へ

行って来ました。開催されていたのは６月21～23日

の３日間です。会場には出展者のブースがあり、簡

易な飛行機を飛ばし、上空から写真測量するもの

や、車にカメラを搭載し、運転しながら撮影した画

像から、平面図を作成するもの（googleみたいな車

で、誤差は20㎝ぐらいと説明がありました）など、

面白いブースがたくさんありました。もちろん日調

連のブースもありました。また、研修室のようなと

ころでは、関連するシンポジウムが行われており、

内容は以下のとおり多岐に及んでいました。

■「新マーケット」の開拓、「新技術、新サービ

ス」の創造

６月21日（木）

●第23回応用測量技術研究発表会　［社団法人　日

本測量協会］

●アンビエント社会基盤

　－実空間データが新産業を創りだす－　［マルチ

メディア推進フォーラム］

●オープンガバメントの先にあるビジネスチャンス

　～行政情報から始まるイノベーション～　［社会

基盤情報流通推進協議会］ 

６月22日（金）

●国際シンポジウム「G空間関連ビジネスにおける

海外展開の方向」　［国土交通省国土政策局］

●情報流通のためのデジタル道路地図、今とこれか
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ら　［財団法人 日本デジタル道路地図協会］

●Geoアクティビティフェスタ　［国土地理院］

●G空間WAVE2012　gコンテンツワールド＋ジオ

メディアサミット　Part-1　［gコンテンツ流通

推進協議会］ 

６月23日（土）

●場所情報コードの利用技術に関する共同研究報告

会　［国土地理院］

●女子の地図力最前線―"地図ガール"の感性と新

マーケット　［日本国際地図学会］

●G空間WAVE2012　gコンテンツワールド＋ジオ

メディアサミット　Part-2　［gコンテンツ流通

推進協議会］

●G空間EXPO2012学生フォーラム　［学生フォー

ラム運営委員会］ 

■「宇宙技術」の利用

６月22日（金）

●国際シンポジウム「アジア・オセアニアにおける

衛星測位・地理空間情報利用と海外貢献につい

て」　［東京大学・空間情報科学研究センター］ 

■「安全安心」への貢献

６月21日（木）

●地域における地理空間情報活用の広がりと展開

（公共測量の普及啓発セミナー）　［国土地理

院］

●防災地理空間情報活用シンポジウム　［国土地理

院］

●震災に備えてG空間情報を有効活用する仕組みを

どう作るか？　［一般社団法人 地理情報システ

ム学会］

６月22日（金）

●知っ得、測量時事情報セミナー　［一般社団法人 

全国測量設計業協会連合会］

●空間情報による災害調査～東日本大震災以降の新

展開　［一般社団法人 日本写真測量学会］

●第34回測量調査技術発表会　［公益財団法人 日

本測量調査技術協会］ 

６月23日（土）

●地理学から提言する新しい国土　［公益社団法人 

日本地理学会］

●大震災からの復興へ向けて～新たな発想の提言　

［社団法人 日本測量協会］

●地理空間情報「地図」による効果的な防災教育を

考える　［財団法人 日本地図センター］

●情報循環社会の構築が明日の日本を創る　［日本

土地家屋調査士会連合会］

　開催時間が重複しているため、全部を見ることは

叶いませんでしたが、調査士にとって興味深い内容

が多数ありました。我々は平面的な位置情報を扱っ

ていますが、ここでは「高さ」のみならず、時間も

取り入れた四次元的発想が当たり前でした。アイサ

ンテクノロジーの発表の中に、高さも表示した「地

積測量図」を作成している調査士の先生がおられる

との発言があり、地域・現場によっては有用かもし

れないと考えさせられ、また、四次元的な発想から

も、「履歴」が大事であると再認識しました。

　伏見支部の研修では、現状の調査士としての枠を

超えた事も含め、様々な事を皆で話し合いたいと思

います。本年度も宜しくお願い致します。
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　昨年度より西山支部長を務めさせていただいてお

ります松原政春です。監事から西山支部役員を務め

させていただいて、はや５年目となり、支部長とし

ては残すところ一年をきりました。

　日常業務に追われ時が経つのも早いもので気がつ

けば夏が近くにきています。支部長就任時には色々

と活動予定を考えていましたが、日常業務に追わ

れ、なかなか思う様にはいかなく現在に至っており

ます。取り敢えず、最近の支部活動及び今後の計画

等を報告させていただきます。

　まず、平成24年度支部総会を平成24年４月27日

（金）魚久にて開催し、懇親会には本会役員及び政

治連盟役員の先生方も御主席いただき無事に開催で

きました。 西山支部会員は18名の参加をしていた

だきました。そして、前支部長からの懸案事項であ

りました、法務局管轄と支部管轄の矛盾点について

支部規則の改正を本年度の支部総会にて変更確認さ

せていただきました。

　支部規則改正は前支部長から改正が必要です。 

とは聞いていましたが、では具体的に支部規則を修

正するのにし、どの様にして修正するか戸惑いまし

たが、何とか支部総会で承認を得て修正することが

出来、無事本会会長の承認もいただき、良い経験を

させて頂きました。

　今後の活動ですが、毎年総会時には支部研修等の

予定を考えてはいますが、努力不足でなかなか支部

研修を開催できずにいます。何とか支部長の任期中

には研修を開催しようとは思っています。

支部だより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西山支部　支部長

松　原　政　春　

　ただ、広報活動としましては一昨年より開催して

おります無料相談会を引き続き今年度も開催したい

とは考えています。

　今年度は全国一斉無料相談会が開催されるかはわ

かりませんが、今後、西山支部も独自で開催し定期

的に開催が出来ればと思っています。

　無料相談会については、乙訓２市１町のホ－ムペ

－ジ等閲覧してみますと、司法書士会が定期的に開

催されています。出来れば西山支部として乙訓２市

１町での無料相談会を継続的に開催していければと

思っています。

　司法書士の無料相談会は定期的に開催されている

のに、土地家屋調査士の相談会はされていないの

は、土地家屋調査士の認知度を高めるためには良く

ないと思いますので、何とか支部長の任期中に土地

家屋調査士の認知度を高める為の方法の１つとし

て、又本当に表示登記の事で相談事、気になる事が

ある方の為にも無料相談会を定期的に開催し、土地

家屋調査士の認知度を高められたらと思います。な

んとか、支部会員の御協力を頂きながら、定期的な

開催をこれから続けられればと思っております。

　以上、現在までの支部活動報告ですが、今後支部

研修・懇親会等などで会員同士の交流をより一層深

める事が出来ればと考えております。
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城南支部長報告など

　　　　城南支部　支部長

前　川　豊　治　

　支部長を拝命して早１年あまりが経ちました。昨
年の支部長としての仕事は、事務所調査に始まり事
務所調査で終わったように気がします。新入会員６
名、退会者３名、平成24年６月　現在52名の支部会
員で構成されています。
　私が思った事は、新入会員は、既婚者の方も多く
正直言ってこの調査士を取り巻く環境もかなり厳し
い時期に多くの方が入会されるとは…？？？でし
た。
会費も、他業種に比べると決して安くなく、きびし
いのではないかと思います。
　そんな事で、城南支部運営会費については、支部
臨時総会を開き、年18,000円から12,000円に会費変
更行ったところです。城南支部では恒例になりまし
た司法書士との法律・登記無料相談会を行いまし
た。例年久御山町のイオンモールでお願いしていた
ところ、昨年は増床工事で借りる事が出来ず、急遽
私の自治会のエリア内にあるスーパーセンターイズ
ミヤ八幡店でお願いし、開催する事ができました。
相談者６名（ほとんどが相続に関する事）で、近年
調査士に関係する相談が減ってきているのが現実で
すが、地道に行っていくつもりです。また研修会も
２回行い内容もさることながら、本会では聞けない
ような内容でも気軽に話し合いが出来る事、また親
睦が図れる事など本会とは違った意味でも異議があ
るものと思います。
　他方、調査士ではなく、一般の方に目を向けます
と未だ未だ調査士業はどんな職業か解らない方がほ
とんど。知名度の低さを痛感します。が不動産表示
登記の専門家として少しずつでも調査士一人一人が
高い理念をもち【土地家屋調査士】の知名度を上げ
るべく、日々研鑽していかなければならないと思い
ます。
　また、測量屋さんと言われない為にも、長い名前
ですが正確に【土地家屋調査士です】と名乗って頂
きたいと思います。
　今年度につきましても、例年どおり司法書士との
合同の相談会、支部研修会２回を行い、ＦＭ８４５
のトーク、調査士会ＰＲ看板設置継続を行っていき
ます。また支部規則の見直しを行う予定でありま
す。

舞鶴支部だより
　　　　舞鶴支部　支部長

　　山　下　耕　一　

『法務局による重複地番の解消作業について』
　京都市内や南部の先生方は、余りご存じないかも
知れませんが、舞鶴を始めとする京都府北部に於い
ては、明治以来、宅地・農耕地等に１番から順に地
番（いわゆる耕地番）が付され、また山林・原野等
にも１番から順に地番（いわゆる山地番）が付され
たことにより、同一大字（地番区域）内に同一の地
番が重複して設定された、重複地番が多数存在して
いる実情があります。
　京都府北部の地図の特色と言えばそうかも知れま
せん。
　これらの存在が何故厄介かと言いますと、登記情
報交換サービスやオンライン申請を利用する際に、
申請者が重複地番の存在を知らずに誤って地番を入
力してしまったり、物件入力が出来ない等のトラブ
ルが多数発生するからです。
　私が以前、公嘱で受託した地図整備作業（宮津支
局・舞鶴支局・京丹後支局）でも地番入力のときに
山・耕の同一地番の処理に手を焼いた思い出があり
ます。法務局としては、いつまでも放置しておけな
い現状であり、不動産の権利を保全し、取引の安
全・円滑を図るため、現在、重複地番解消に取り組
んでおられます。
　この重複地番の解消方法として、耕地番は従来の
ままにしておき、山地番だけを加算するやり方が取
られています。例えば従来の山地番の100番を10100
番とする方法です。もちろん所有者には、登記簿に
登載されている住所に地番変更通知書が送付されま
す。また解消作業実施地区には地元説明会も開催さ
れたと伺っております。北部各支局（京丹後・宮
津・舞鶴・福知山）の職員さんは、かなりの筆数を
変更せねばならないのと所有者への説明で本当にご
苦労様と言いたいです。
　地図を作成した明治時代の人々は付番のつけ方に
ついて、まさかそこまで考えが及ばなかったのも仕
方のないことでありましょう。こんなに文明が発達
した平成の時代にも今なお明治時代における地租改
正作業の影響を受けていると言うことでしょうか。
　私は地域慣習調査で北部各地の古地図を見せてい
ただいていますが、京都だけでも南部と北部で地番
の付け方一つとってもこんなにも違い、明治は今も
生き続けていると実感しています。
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はじめに

　支部総会、本会の総会も無事？に終わり、支部長

であることも忘れてのんびりしていたところ、本稿

の依頼があり、困惑しつつも、いろいろと記憶をた

どりながら、報告をさせていただきたいと思いま

す。

１　支部研修会・意見交換会等の開催

　研修としては業務に関する研修会の開催を主とし

て考えております。

　園部支部は、園部支局と亀岡出張所が登記管轄と

なり、市町村も、亀岡市・南丹市・京丹波町の地域

の慣習・行政手続きもおのおのことなっているので

熟知できるようになることが重要と考えます。

　前年度は、嵯峨支部と合同の研修会も実施したと

ころ、移動について、若干問題があったものの内

容・費用面ともに充実していたと思いますので今年

度も実施したいと思います。

　また、ありがたいことに司法書士会の園部支部よ

り、「合同で何か開催しませんか？」と声をかけて

いただき、年度内には、何かを実施したいと思って

おります。

　　

２　法務局との意見交換会

　法務局とも、定期的に意見交換を申出ことを考え

ております。これをすることにより、スムーズに登

記処理等できるのではないかと考えます。

（７月４日に第一回目を司法書士と合同で開催する

運びになりました。）

　　

支部活動報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園部支部　支部長

西　尾　光　人　

３　地籍調査事業に関する広報・勉強会　

　前年度より、行政初め、各方面の協力を得ながら

進めてきましたが、ようやく、手がかりをつかめま

した。（信吉会長何度も足を運んでいただきありが

とうございました。）

　やはり、地元の自治体等と会合を重ねると、案

外、知られていない事業であるのが実感し、また、

広報することにより、地籍調査事業の認知が上がる

のと比例して、我々の資格の認知度が上がるのが体

験できました。

　亀岡市のような大都市の周辺部は、過去に開発さ

れた箇所（災害予防の面）、今後事業（新規道路、

河川、施設整備）を行う箇所ともに多く存在し、特

に行政には、事業先行型の提案をすることが、理解

を深める肝であります。

　前年度園部支部で各方面に実施したことについて

は、この紙面にて話せない内容もあるので支部長会

議等機会があればお話したいと思っております。

　

最後に

　あと、私の任期も１年となりました。最後の一年

を有意義に過ごしていきたいと思っております。

　特に、地籍調査事業をなんとか、園部支部管内に

て実現するのが、支部長としての私の使命であると

思っております。
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支部だより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中丹支部　支部長

　　岩　鼻　良　久　

　支部長を拝命し早くも一年が過ぎまし
た。当初は色々するべきことが気になり
予定をしっかり見て、分からないことは
前支部長に聞き役目を果たしてきました
が、今年度の支部総会も平穏無事に終わ
り気の緩みか、４月にある福知山市定例
無料相談会をすっかり忘れていました。
当日の昼過ぎ　田先生から「今、福知山
市から電話があって相談員が来られてい
ないと連絡が入りましたよ。」と・・・
うわっ！相談セットが僕の事務所にあ
る。予定表を見たら今日ではないか。登
記申請の準備もほったらかしにしてすぐ
に福知山市へ向かう道中、相談員に連絡
を取って至急対応をお願いしました。田先生は福知
山市役所から近いので早々に駆けつけていただき相
談員でもなかったのですが、担当をしてもらいなん
とか相談会を無事終えることができました。そんな
今年度の始まりだったのですが特に支部としては主
だった活動がいまのところないので、近況報告でも
します。
　いつもの釣りネタではなく今回は陸上ネタです。

私事ですが諸事情により実家（綾部市の田舎・上林
というところ）に帰ることになり今までやったこと
のない農業を少し始めています。家の裏には２反弱
の田があり５月中旬に苗を植えました。毎日水の管
理をしているとすくすく育っているのがよく分かり
ます。あまり手を加えなくて楽なのですが草刈だけ
が疲れます。現在、こんな感じです。
　また家の前には８畦ほどの畑があり今は夏野菜を

植えています。ナス、きゅうり、ピーマ
ン、トマト等。苗から植えるのと、種か
ら植える直播があってどちらかと言うと
種から植える方が芽が出てきたとき嬉し
くなってしまいます。先日は早速できた
小松菜を収穫しました。あと、雨が降る
前に玉ねぎを収穫。畑は草も生えるし水
やりや肥料の追加等色々やることが結構
あるので手間がかかります。夏に出来る
野菜を楽しみに毎日畑を見て回っていま
す。
　来年はもっと上手にできるように経験
をつんでいきたいと思っています。
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会　員　異　動

登録番号841
小　森　健　司　城南支部

H23.12.１入会
〒614-8365
八幡市男山金振１番地９
TEL　075-983-0303
FAX　075-982-0456
携帯　090-3674-6174
Eメール　global.komori@gmail.
com

登録番号794
西　原　隆　之　丹後支部

H23.12.１変更　H23.12.５届出
〒627-0042
京丹後市峰山町長岡194番地の19

登録番号532
丸　山　謙　三　伏見支部

H23.12.21廃業

登録番号591
高　井　文　男　園部支部

H23.12.28廃業

登録番号842
飯　田　　　隆　城南支部

H24.１.10入会
〒614-8093
八幡市八幡三本橋44番地1
TEL　075-950-0146
FAX　075-950-0226
Eメール　iida@marubishi-k.co.jp

登録番号824
杉　山　敬　昭　城南支部

H24.１.16退会

登録番号535
加　川　信　義　城南支部

H24.１.18変更届出
Eメール　nobu@office-kagawa.
com

登録番号835
白　尾　賢　作　城南支部

H24.１.27変更　H24.１.30届出
〒610-0315
京田辺市同志社山手一丁目
18番地1
FAX　0774-29-6427

登録番号780
佐々木　和　広　城南支部

　登録番号　　　　　氏　　名　　　　　　認定番号
　６４３　　　高　井　　　修　　　６１３００１
　６３２　　　山　藤　長　継　　　６１３００２
　８２５　　　小　野　雅　志　　　６１３００３
　５９６　　　島　本　康　子　　　６１３００４
　５６４　　　上　口　武　志　　　６１３００５
　６９４　　　木　崎　公　司　　　６１３００６
　８４０　　　金　山　卓　也　　　６１３００７
　７１０　　　片　山　文　昭　　　６１３００９
　８１１　　　森　　　理　運　　　６１３０１０
　８１０　　　山　岸　一　夫　　　６１３０１１
　８４４　　　上　川　昌　彦　　　６１３０１２

ＡＤＲ認定試験
認定者

平成23年　民間紛争解決手続
代理関係業務　認定者
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H24.１.31退会

登録番号683
藤　田　浩　明　中丹支部

H24.２.１変更　H24.２.１届出
〒620-0047
福知山市東本町129番地

登録番号843
中　 　秀　一　城南支部

H24.２.１入会
〒614-8021
八幡市八幡森垣内26番地1
TEL　075-971-1790
FAX　075-971-9661

登録番号844
上　川　昌　彦　中丹支部

H24.２.１入会
〒620-0051
福知山市昭和新町45番地
TEL　0773-24-8700
FAX　0773-24-8200
携帯　090-2061-5959
Eメール　kamikawa@energy.
ocn.ne.jp

登録番号788
酒　井　規　宏　嵯峨支部→園部支部へ

H24.２.２変更　H24.２.３届出
〒621-0805
亀岡市安町野々神38番地2
サカイビル51号
TEL　0771-25-6011
FAX　0771-23-8261

登録番号843
中　 　秀　一　城南支部

H24.２.７届出
Eメール　nakanishi . s@maia .
eonet.ne.jp

登録番号845
渡　邉　大　介　みやこ北支部

H24.２.10入会
〒603-8334
京都市北区大将軍西鷹司町65番地
TEL　075-464-8510
FAX　075-464-8507
携帯　080-3803-0914

登録番号479
梶　田　憲　義　みやこ北支部

H24.２.17変更届出
FAX　075-702-4637

登録番号691
山　下　浩　二　嵯峨支部

H24.３.２変更届出
TEL　075-821-8502
FAX　075-821-8502
Eメール　yamasita_jimusyo@
yahoo.co.jp

登録番号839
根　川　　　薫　みやこ南支部

H24.２.18変更　H24.３.６届出
〒604-8211
京都市中京区六角通室町西入玉蔵
町121　美濃利ビル506号室

登録番号778
一　石　和　成　嵯峨→みやこ北支部

H24.２.20変更　H24.３.14届出
〒602-8026
京都市上京区新町通丸太町上る
春帯町351番地1
TEL　075-744-1016
FAX　075-744-1017

登録番号693
木　下　賢一朗　城南支部
H24.３.15退会
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登録番号763
齋　藤　大　輔　みやこ南支部

H24.３.22変更　H24.３.29届出
〒604-8271
京都市中京区釜座通御池下る
津軽町770番地
エルコート烏丸御池1003号
TEL　075-744-1775
FAX　075-744-1776

登録番号499
北　村　博　子　みやこ北支部

H24.３.30廃業

登録番号585
川　口　浩　良　みやこ北支部

H24.３.30廃業

登録番号832
清　水　葉　子　城南支部

H24.４.１変更　H24.４.５届出
〒610-0354
京田辺市山手南一丁目5番地8
TEL　0774-65-3108
FAX　0774-65-3109

登録番号837
堀　内　広　正　伏見支部

H24.３.24変更　H24.４.９届出
〒612-0847
京都市伏見区深草大亀谷大山町
50番地8
TEL　075-641-7666
FAX　075-641-7666
Eメール　hori-touki@nifty.com

登録番号815
木　下　知　之　中丹支部

H24.５.11変更　H24.５.11届出
TEL　0773-45-3691
FAX　廃止
Eメール　tkchousa@sirius.ocn.

ne.jp

登録番号542
杉　山　康　夫　園部支部

H24.１.10変更　H24.５.28届出
〒621-0022
亀岡市曽我部町南条北向田5番地7

登録番号846
本　田　安　男　丹後支部

H24.６.１入会
〒627-0042
京丹後市峰山町長岡194番地の5
TEL　0772-62-3246
FAX　0772-62-3246

登録番号835
白　尾　賢　作　城南支部

H24.６.11退会

登録番号13−0001
ナック土地家屋調査士法人

H24.６.15退会

登録番号726
山　本　剛　彦　嵯峨支部

H24.６.15変更　H24.６.15届出
〒615-8232
京都市西京区御陵南荒木町
2番地14
TEL　075-392-7578
FAX　075-392-7578

登録番号694
木　崎　公　司　園部支部

H24.６.７変更　H24.６.22届出
〒621-0854
亀岡市下矢田町2丁目40番1号
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新 入 会 員 紹 介新 入 会 員 紹 介

H23.12.1入会
城南支部
小　森　健　司
登録番号　841号

H24.1.10入会
城南支部
飯　田　　　隆
登録番号　842号

H24.2.1入会
城南支部
中　 　秀　一
登録番号　843号

H24.2.1入会
中丹支部
上　川　昌　彦
登録番号　844号

H24.2.10入会
みやこ北支部
渡　邉　大　介
登録番号　845号

H24.６.1入会
丹後支部
本　田　安　男
登録番号　846号

ご　結　婚
おめでとうございます

・中丹支部
　三井明典会員が１月14日に結婚されました。
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アンケート回答

丹後支部　本　田　安　男

１．土地家屋調査士を志した動機
　私が初めて「土地家屋調査士」という職業を知っ
たのは大学４年生のときで、当時はまだバブルがは
じける前でした。その頃、それまで２年ほど続けて
いた飲食店のアルバイトも飽きてきて、「なんか事
務系のアルバイトをしようかなあ」と思って応募し
たのが、大阪市内にあるK事務所でした。K事務所
は土地家屋調査士の他に司法書士・行政書士業務を
扱っていました。
　「この事務所の昨年の売り上げは３億5,000万で
した。」「私は六甲アイランドのマンションに住ん
でいます。」「この事務所の社員旅行は毎年海外へ
行きます。」・・・当時のK先生は40歳。すごいサ
クセスストーリーに、それまで描いていた「神戸市
役所に就職してあのでっかいビルで神戸の夜景を見
ながら仕事だ！」という人生設計はどこへやら。公
務員試験の勉強で「法律は詳しくなればなるほど奥
が深くておもしろいなあ。」と思っていたこともあ
り、僕もK先生と同じ道を夢見て調査士・司法書士
の勉強を始めました。（行政書士はすでに合格して
いました。）
　あれから18年。途中、司法書士試験の厳しさに絶
望して法務局に就職しましたが、ようやく昨年司法
書士試験に合格することができました。せっかく３
つの資格がそろって「よっしゃこれからや！」とい
うときに、世は長引く不景気のままだとは、何たる
運命の厳しさなのでしょう（笑）。

２．開業後のエピソード
　９年前に、将来の独立を想定して某有名住宅メー
カーで居宅兼事務所仕様の家を新築しました。「将
来独立したときには仕事くださいね。」「もちろ
ん、全面的に支援しますよ～！」
　９年後、甘い期待を抱きながら、開業のあいさつ

へ行こうと思い事前にアポとりの電話。ところが、
「うちは指定の業者が決まっているので、わざわざ
あいさつのためにお越しいただいてもご期待に添え
ないんですが。」と、めんどくさそうな女性の声。
世間の厳しさと自分の甘さを悟りました。でも、こ
の会社とはもう絶縁です（笑）。

３．今後の抱負
　「表示に強い司法書士」や「権利に詳しい土地家
屋調査士」という評価を受けている方をとても尊敬
します。依頼者のどんな質問や相談に対しても適切
なアドバイスをすることができ、まさに真の「不動
産コンサルタント」です。
　今後は司法書士業務を中心に活動する予定ではあ
りますが、「表示」と「権利」の区別なく、いろい
ろな知識を吸収し、それを実践に活かしていく努力
をしなければいけません。法務局に15年６か月もい
たのに、表示に関する登記については全く自信がな
いので、このままではダメだと思っています。さら
に、不動産に関する税金や各種制限法令などを積極
的に学んで、依頼者様にとって少しでも有益なアド
バイスができるようになりたいなと思っています。
　法務局をこの３月に退職する際、多くの方から
「えっ？ほんまにやめるの？もったいなあ・・」と
言われました。K先生ほどの成功は望んではいませ
んが、同期の公務員の収入より上回ることが私の最
低限の目標です。目標というよりは自分に課した
「義務」です（笑）。

城南支部　小　森　健　司

１．土地家屋調査士を志した動機
　初めて就職したのが遠縁の経営する土地家屋調査
士事務所であり、そこでこの資格があると知りまし
た。仕事を続けていくうちに土地家屋調査士業は社
会的な意義が大きいと感じ資格取得を目指しまし
た。

２．開業後のエピソード
　開業後であまり間がないのですが、現在筆界特定
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申請の依頼があり、あたふたしながら申請の準備を
しています。

３．今後の抱負
　知識や技術の研鑽をつみ重ねて、誠実に業務を遂
行して、たくさんの皆様から信頼される土地家屋調
査士になれるよう努力していきます。

城南支部　中　西　秀　一

１．土地家屋調査士を志した動機
　学校卒業後８年間測量会社で勤務しておりまし
た。
　同じ会社に勤めておられた先輩の土地家屋調査士
の先生より土地家屋調査士業務についてお話を伺
い、いままで培った測量実務経験を活かし法律等さ
まざまな知識を広げることのできる土地家屋調査士
に興味をもち、志しました。

２．開業後のエピソード
　今はまだ開業し日が浅く、未だ業務を受注できる
には至っておりませんが、受注した際には自信を
もって業務にあたれるよう、先輩の先生よりご指導
いただき、日々技術、知識の習得に努めておりま
す。

３．今後の抱負
　信頼され、頼っていただける土地家屋調査士とな
るべく、技術の向上、より広い知識の習得、熟知の
ため、日々努力し、初心を忘れず、お客様はもちろ
ん、自身が納得できる成果、結果が得られるよう土
地家屋調査土の職責を十分理解し、頑張っていきた
いと思います。

中丹支部　上　川　昌　彦

１．土地家屋調査士を志した動機
　お世話になった事務所で、ひょんなことから土地

家屋調査士の補助をさせていただいたのがきっかけ
です。そして、この業務に携わるなかで土地家屋調
査士の魅力を教えていただき、また、自身もこの仕
事のおもしろさややりがいを感じたのが動機であっ
たと思います。ただ、この後、何回も夏の壁にはね
返されるという試練も経験させていただきましたが
…

２．開業後のエピソード
 　新調した机の前で、腕組みしながらふと考えて
みると、開業自体がエピソードになっているのでは
と感じる今日この頃です。

３．今後の抱負
　ようやくスタートラインに立つことができまし
た。今後は諸先輩方から教わったことを基礎にし
て、職責を肝に銘じ、地道に一歩一歩進んでいけた
らと思っています。

みやこ北支部　渡　邉　大　介

１．土地家屋調査士を志した動機
　私の父が、土地家屋調査士として業務に従事して
いたことから、日常的に測量機材やパソコンに触れ
ることが多かったため、私も父の仕事に興味を持
ち、土地家屋調査士補助者として業務に携わり一層
興味を持ったことが動機であります。

２．開業後のエピソード
　開業して間なしのため、これと言ったエピソード
は特に有りません。

３．今後の抱負
　土地家屋調査士会等の研修会に積極的に参加し
て、業務に必要な知識や経験を身につけ、土地家屋
調査士の日常業務に活用できるよう日々努力してい
きたいと思っております。
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会　議　報　告

第８回常任理事会
　日時　平成23年12月８日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．「諸規則等整備検討プロジェクトチー

ム（仮称）設置の件」
　　　　３．冬季の省エネルギー対策について
　　　　４．地域慣習調査委員会専用パソコン購入

について
　　　　５．公嘱協会経理部との協議事項について
　　　　６．業務研修会について
　　　　７．地籍整備作業研究会について
　　　　８．確認事項
　　　　９．その他

第９回業務部会
　日時　平成23年12月15日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．業務研修会について
　　　　３．表示登記研究会議題について
　　　　４．書籍購入の件
　　　　５．筆界調査委員候補者推薦について

第４回理事会
　日時　平成24年12月16日（金）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．「諸規則等整備検討プロジェクトチー

ム（仮称）設置の件」
　　　　３．地図作成作業研究会について
　　　　４．近ブロＡＤＲ研修会（H24.1.28/29）

について
　　　　５．チャリティーボウリング大会について
　　　　６．監事講評

第10回総務部会
　日時　平成23年12月20日（火）
　場所　調査士会館

　議題　１．報告事項
　　　　２．新年祝賀会について
　　　　３．倫理研修について（平成24年２月18

日）
　　　　４．会館へのAED設置について
　　　　５．忘年会について

第７回財務部会
　日時　平成23年12月20日（火）
　場所　調査士会館

第８回研修部会
　日時　平成23年12月21日（水）
　場所　調査士会館・中丹勤労者福祉会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．新入会員研修会について（12月3日）
　　　　３．ADR研修会について（12月10日）
　　　　４．土地境界鑑定講座について（2月2日予

定）
　　　　５．業務・倫理研修会について（2月18日

予定）
　　　　６．近ブロ新人研修会について（1月21

日・22日）
　　　　７．近ブロADR研修会について（1月28

日・29日）
　　　　８．今後の研修予定について
　　　　９．特別研修について
　　　　10．日調連WEB会議システムWEBEXの

検証について
　　　　11．その他

第８回広報部会
　日時　平成23年12月21日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．「全国一斉！法務局休日相談会」への

出席について
　　　　３．会報150号会報の原稿校正を行う
　　　　４．FM京都出演について
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第６回地域慣習調査委員会
　日時　平成23年12月22日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．調査データのバックアップ、新PCへ

の移行作業（資料室にて）について
　　　　２．今後の調査地区選定について

第10回業務研修会
　日時　平成24年１月６日（金）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．表示登記研究会の議題について
　　　　３．業務研修会について
　　　　４．地図整備作業研究会について

第９回常任理事会
　日時　平成24年１月11日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．就業規則変更について
　　　　３．２月18日業務研修会・倫理研修会につ

いて
　　　　４．その他

研究部会
　日時　平成24年１月17日（火）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．土地家屋調査士制度、ADRについて

の研究
　　　　３．各人の研究テーマと進捗状況の報告
　　　　４．平成２４年度事業計画と予算案

第８回財務部会
　日時　平成24年１月17日（火）　
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．チャリティーボウリング大会
　　　　３．役員報酬について

第９回広報部会
　日時　平成24年１月18日（水）

　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．第150号京都会会報の件
　　　　３．FM京都について
　　　　４．寄付講座について
　　　　５．ホームページについて
　　　　６．無料相談会のアンケート内容・相談内

容について
　　　　７．議員（政治連盟顧問）に対しての無料

相談会のPR方法について
　　　　８．金融機関対象への広報について（理事

からの要望）
　　　　９．次年度予算要求について
　　　　10．その他

第５回表示登記研究会
　日時　平成24年１月19日（木）
　場所　京都地方法務局
　議題　１．報告事項
　　　　２．要望事項
　　　　３．その他

地域慣習調査委員会
　日時　平成24年１月19日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．平成21年からの調査データの専用PC

への移行作業について
　　　　２．調査データのシステム構築について
　　　　３．今後の調査地域選定、各支部への依頼

方法について
　　　　４．平成24年度の予算案について

第11回業務部会
　日時　平成24年１月19日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．業務研修会について
　　　　３．事業計画について
　　　　４．書籍購入の件
　　　　５．その他
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正副会長会議
　日時　平成24年１月23日（月）
　場所　調査士会館

第１回諸規則等整備検討PT会議
　日時　平成24年１月24日（火）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．構成員について
　　　　３．活動計画について

第11回総務部会
　日時　平成24年１月24日（火）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．新年祝賀会の反省と今後の課題
　　　　３．倫理研修について
　　　　４．その他

第９回研修部会
　日時　平成24年１月25日（水）
　場所　調査士会館　中丹勤労者福祉会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．土地境界鑑定講座について（2月2日）
　　　　３．業務研修会（2月18日）
　　　　４．日調連児玉業務部長研修会（4月7日）
　　　　５．近ブロADR研修会（1月28日・29日）
　　　　６．特別研修について
　　　　７．今後の研修予定について
　　　　８．次年度事業計画案・予算案について

第９回ＡＤＲ運営委員会
　日時　平成24年１月26日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．研修会での意見の検討について

研究部会
　日時　平成24年２月１日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．土地家屋調査士制度、ADRについて

の研究
　　　　３．研究論文（懸賞付き）募集の結果の対

応
　　　　４．各人の研究テーマと進捗状況の報告
　　　　５．平成２４年度事業計画と予算案

第２回会館建設実行委員会
　日時　平成24年２月８日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．前年度の執行状況について及び次年度

予算について
　　　　２．WEB会議用マイク機器等の購入につ

いて
　　　　３．エアコンのフィルター清掃発注の件
　　　　４．蓄熱暖房機の清掃の要不要について
　　　　５．科目の検討及び予算検討
　　　　６．消化器の薬剤交換の予算措置の必要性

の検討と計上について
　　　　７．会館へのAED機器の設置について
　　　　８．次年度事業計画
　　　　９．その他

第10回常任理事会
　日時　平成24年２月８日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．平成24年度事業計画案及び概略予算案

について
　　　　３．公嘱協会との会館使用契約更新につい

て
　　　　４．２月18日業務研修会・倫理研修会につ

いて
　　　　５．研究チームの結成について
　　　　６．就業規則変更（休日・勤務時間等）に

ついて
　　　　７．褒章等受章記念祝賀会・交通費支出に

ついて
　　　　８．その他

臨時総務部会
　日時　平成24年２月14日（火）
　場所　調査士会館
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　議題　１．報告事項
　　　　２．倫理研修について

第10回広報部会
　日時　平成24年２月15日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．寄付講座について
　　　　３．平成24年度広報部事業計画（案）につ

いて
　　　　４．日調連作成の制度広報用有償パンフ

レットについて
　　　　５．兵庫会作成のクリアファイルについて
　　　　６．日調連作成「知って得する境界標の知

識」300部相談会等で配布決定
　　　　７．リール式ネームホルダー作成について
　　　　８．金融機関対象への広報について
　　　　９．HPリニューアルについて
　　　１０．FM京都について

第12回業務部会
　日時　平成24年２月16日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．業務研修会について
　　　　３．近畿ブロックオンライン申請に関する

アンケートへの対応について
　　　　４．登記情報提供サービスの更新への対応

について
　　　　５．表示登記研究会の議題について
　　　　６．平成24年度の事業計画 地籍調査に関

する講演会の内容検討
　　　　７．書籍購入の件

第９回財務部会
　日時　平成24年２月21日（火）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．予算について
　　　　３．チャリティーボウリング事業について

第10回研修部会
　日時　平成24年２月22日（水）
　場所　調査士会館　中丹勤労者福祉会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．土地境界鑑定講座について（2月2日）
　　　　３．業務研修会について（2月18日）
　　　　４．近畿ブロックADR研修会について（1

月28日・29日）
　　　　５．日調連児玉業務部長研修会について

（4月7日）
　　　　６．特別研修　集合研修について
　　　　７．講師養成講座について
　　　　８．法学研修について
　　　　９．今後の研修予定について
　　　　10．その他

第２回諸規則等整備検討ＰＴ会議
　日時　平成24年２月22日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．諸規則の整備方法について

土地境界鑑定委員会　
　日時　平成24年２月23日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２，事業報告について
　　　　３．次年度事業計画及び予算案について

第10回ＡＤＲ運営委員会
　日時　平成24年２月23日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．研修会での意見の検討について
　　　　３．事業報告・事業計画について
　　　　４．関与員募集の通知について
　　　　５．司法書士会シンポジウムについて
　　　　６．和歌山会研修について
　　　　７．境界問題相談センターおおさか研修に

ついて
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第12回総務部会
　日時　平成24年２月28日（火）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．その他報告事項
　　　　３．平成23年度事業進捗について
　　　　４．平成24年度事業計画・予算について
　　　　５．各支部保有資料を調査士会で保管する

事について
　　　　４．会館へのAED設置について
　　　　５．災害備蓄品について
　　　　６．その他

第３回支部長会議
　日時　平成24年２月29日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．公共基準点包括承認について
　　　　３．平成23年支部長会議からの報告につい

て 
　　　　４．平成２４年支部長会議の活動について
　　　　５．支部規則、議事録等の作成について
　　　　６．支部資料の保管について
　　　　７．その他

第３回表紙制度実行委員会
　日時　平成24年２月29日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．毎年の印刷業者選定についての課題
　　　　３．その他

研究部会
　日時　平成24年３月７日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．土地家屋調査士制度、ADRについて

の研究
　　　　３．付託事案に対応するチームの組成と研

究方法
　　　　４．平成24年度事業計画と予算案
　　　　５．各人の研究テーマと進捗状況の報告

　　　　６．地籍問題研究会への出席者決定
　　　　７．京都司法書士会調停センター設立記念

イベントへの参加者決定

第11回常任理事会
　日時　平成24年３月14日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．平成24年度事業計画案について
　　　　３．平成24年度予算案について
　　　　４．公嘱協会との賃貸借契約について
　　　　５．自由懇での防災・災害復興に関する協

議会（仮称）準備会の担当者について
　　　　６．毎日新聞の広告を今までの舞鶴版から

京都府下版に変更する事に伴う予算額
（案）変更について

　　　　７．吊り下げ名札入れ作成について
　　　　８．旅費・日当、会議手当の支給範囲等に

ついて
　　　　９．事務局内パソコン買い替えの件
　　　　10．登記申請件数と表紙購入枚数に差異が

ある会員への表紙代金請求について
　　　　11．日調連児玉業務部長研修会について
　　　　12．講師養成講座について
　　　　13．会員へのADR事件件数報告の件
　　　　14．支部からの募金について
　　　　15．その他

第６回表示登記研究会
　日時　平成24年３月15日（木）
　場所　法務局
　議題　１．不動産登記法第14条第1項地図につい

て
　　　　２．筆界特定状況報告について
　　　　３．山・耕地番解消作業について
　　　　４．地図情報システム関係について
　　　　５．閉鎖和紙公図の電子化について
　　　　６．閉鎖登記簿の電子化について
　　　　７．平成24年度の表示登記研究会の計画案

について
　　　　８．関連資料の見直しについて
　　　　９．事務取扱基準Q＆Aの作成について
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　　　　10．分筆申告書の取扱いについて

第13回業務部会
　日時　平成24年３月15日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．来年度事業について
　　　　３．近畿ブロックオンライン申請に関する

アンケートへの対応及び通知について
　　　　４．登記情報提供サービスの更新への対応

及び通知について

第８回地域慣習調査委員会
　日時　平成24年３月15日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．分担作業した調査データの取りまとめ
　　　　２．京北細野地区の調査について
　　　　３．平成23年度事業報告、平成24年度事業

計画について
　　　　４．調査データシステムの構築について
　　　　５．今後の調査地区選定について
　　　　６．その他

第11回広報部会
　日時　平成24年３月21日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．寄付講座について
　　　　３．ホームページのリニューアルについて
　　　　４．次年度事業計画と予算について
　　　　５．FM京都について
　　　　６．次年度無料相談会について

第３回諸規則等整備検討PT会議
　日時　平成24年３月21日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．協議事項

第10回財務部会
　日時　平成24年３月22日（木）
　場所　調査士会館

　議題　１．報告事項
　　　　２．会館借入金繰上返済と公嘱協会への保

証金一部返金処理方法について
　　　　３．財務部事業計画の報告と来年度の事業

計画について
　　　　４．来年度の予算案について
　　　　５．チャリティー事業について
　　　　６．無料相談会について

第11回ＡＤＲ運営委員会
　日時　平成24年３月22日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．次年度事業計画・予算について
　　　　３．センターのホームページについて
　　　　４．弁護士会への新年度協力依頼について
　　　　５．次年度の研修について
　　
第13回総務部会
　日時　平成24年３月27日（火）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．平成23年度事業進捗について
　　　　３．平成24年度予算について
　　　　４．総会について
　　　　５．災害備蓄品について

第11回研修部会
　日時　平成24年３月28日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．平成24年４月７日（土）第1回業務研

修会
　　　　３．平成24年５月11日（金）講師養成講座
　　　　４．法学研修会について（6月開催予定）
　　　　５．暴対条例研修会について（7月開催予

定）
　　　　６．今後の研修予定・候補
　　　　７．次年度土地家屋調査士特別研修へ各会

員への普及について
　　　　８．有料研修について
　　　　９．その他
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第１回研究部会
　日時　平成24年４月４日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項　
　　　　２．土地家屋調査士制度。ADRについて

の研究
　　　　３．付託案件について
　　　　４．平成24年度事業計画と予算案
　　　　５．各人の研究テーマの報告

財務部会
　日時　平成24年４月９日（月）
　場所　調査士会館

第１回常任理事会
　日時　平成24年４月11日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．平成23年度事業報告承認の件
　　　　３．平成23年度決算報告承認の件
　　　　４．平成24年度事業計画案審議の件
　　　　５．平成24年度予算案審議の件
　　　　６．火災のより災害を受けた会員に対する

見舞い金について
　　　　７．業務研修会の開催予定日について
　　　　８．有料研修について
　　　　９．ADR研究、付託事案についての資料

収集のためのアンケート実施
　　　　10．旅費規程の運用について

総務部会
　日時　平成24年４月17日（火）
　場所　調査士会館

広報部会
　日時　平成24年４月18日（水）
　場所　調査士会館

第１回業務部会
　日時　平成24年４月19日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項

　　　　２．講演会内容について
　　　　３．表示登記研究会議題について
　　　　４．無料相談会担当者について
　　　　５．その他

理事会
　日時　平成24年４月20日（金）
　場所　調査士会館

第１回地域慣習調査委員会
　日時　平成24年４月24日（火）
　場所　調査士会館
　議題　１．調査データ配布方法の検討
　　　　２．その他
　　　　３．分担作業した調査データの取りまとめ

研修部会
　日時　平成24年４月24日（火）
　場所　調査士会館

第１回諸規則等整備検討PT会議
　日時　平成24年４月25日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．協議事項

第１回ADR運営委員会
　日時　平成24年４月26日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．その他
　　　　３．日調連回答の件について
　　　　４．センターのHPについて
　　　　５．研究部によるセンターに関するアン

ケート実施について
　　　　６．研修会について

第２回研究部会
　日時　平成24年５月２日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．全国土地家屋調査士会、司法書士会、

連合会へのアンケート実施について
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　　　　２．土地家屋調査士制度、ADRについて
の研究

　　　　３．付託事案検討
　　　　４．平成24年度事業計画

総務部会
　日時　平成24年５月15日（火）
　場所　調査士会館

第２回広報部会
　日時　平成24年５月16日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．毎日新聞京都府下版盲導犬協賛の広告

掲載について
　　　　３．ホームページのリニューアルについて
　　　　４．会報の内容について
　　　　５．総会について

第１回表示登記研究会
　日時　平成24年５月17日（木）
　場所　京都地方法務局
　議題　１．法務局からの連絡について
　　　　２．調査士会からの連絡について
　　　　３．表示登記研究会事例研究集の改訂につ

いて
　　　　４．土地申告書等の資料開示について
　　　　５．その他 

第２回業務研修会
　日時　平成24年５月17日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．講演会について
　　　　３．不動産表示登記事務取扱基準Q＆Aに

ついて
　　　　４．表示登記研究会事例研究集について
　　　　５．日調連定時総会における質問・要望事

項について

第２回諸規則等整備検討PT会議
　日時　平成24年５月23日（水）

　場所　調査士会館
　議題　１．協議事項

第２回ＡＤＲ運営委員会
　日時　平成24年５月24日（木）
　場所　調査士会館
　議題　１．報告事項
　　　　２．研修会について
　　　　３．調停成立時の費用21万円について
　　　　４．北部等遠方の利用者に対する利便性の

向上について
　　　　５．センターのホームページについて

第１回地域慣習調査委員会
　日時　平成24年５月30日（水）
　場所　調査士会館
　議題　１．分担作業した調査データの取りまとめ
　　　　２．舞鶴市森地区の調査について
　　　　３．調査データシステム構築について
　　　　４．今後の調査地区選定について
　　　　５．その他

研究部会
　日時　平成24年６月６日（水）
　場所　調査士会館

正副会長会議
　日時　平成24年６月14日（木）
　場所　調査士会館

第３回業務部会
　日時　平成24年６月15日（金）
　場所　岩間事務所
　議題　１．報告事項
　　　　２．事務取扱基準のQ＆Aについて
　　　　３．オンライン申請推進情報室
　　　　４．講演会（8月24日（金）13：00開始）
　　　　５．事例研究集改訂について
　　　　６．筆界特定の研修について
　　　　７．山・耕地番解消作業について
　　　　８．オンライン申請推進情報室
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広報部会
　日時　平成24年６月20日（水）
　場所　調査士会館

財務部会
　日時　平成24年６月21日（木）
　場所　調査士会館

地域慣習調査委員会
　日時　平成24年６月26日（火）
　場所　調査士会館

総務部会
　日時　平成24年６月26日（火）
　場所　調査士会館

研修部会
　日時　平成24年６月27日（水）
　場所　調査士会館

境界鑑定委員会
　日時　平成24年６月28日（木）
　場所　調査士会館

ＡＤＲ運営委員会
　日時　平成24年６月28日（木）
　場所　調査士会館

　　　　

訃　　報

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

・中　丹　支　部　乾　倬一郎会員の御母堂様が12月８日逝去されました。
・嵯　峨　支　部　寺田　岳史会員の御尊父様が４月28日逝去されました。
・中　丹　支　部　岩鼻　良久会員の御尊父様が５月15日逝去されました。
・伏　見　支　部　前野　春俊会員の御母堂様が６月８日逝去されました。
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編　集　後　記

　今年もお待たせしましたと暑い夏がやってきました。特にこの夏は電力不足が深刻で節電の
夏を求められ、そのなかでも私共のいる関西電力管内は厳しい電力不足になると予測されてい
ます。電力不足に絡んで原発の問題が連日マスコミをにぎわしておりますが、原発問題につい
ては会員の皆様も様々なご意見があると思います。
　いずれにせよ、いろいろ工夫をして節電を心がけねばなりません。我が家でもささやかな節
電対策の一つとして、小さなベランダのプランターにゴーヤを植えて緑のカーテンを作ってい
ます。可愛い花がついて小さい実が大きくなるのを楽しみにしています。オーバーですが節電
と食料調達を兼ねております。
　ところで、今年の職場では去年までのクールビズよりさらにアップしたスーパークールビズ
とか。職場によってはＴシャツもＯＫとかで、ほんとうに年々暑さを感じるのは年令のせいで
しょうか。「このままいったら来年はウルトラスーパークールビズで、ほとんどハダカ祭りで
しょうかね。」とジョークをとばしているラジオのＤＪさんがいらっしゃいました。
　クールビズといえば、私たちには現場という過酷な仕事場があり、現場ではクールビズとは
いかず大変です。現場でのクールビズとして、ご存知の会員の方も多いでしょうが、保冷剤を
入れたりして冷たくしたタオルのような物を首に巻くグッズを広告等でよく見かけますが私も
ぜひ利用しょうと思っています。会員の皆様、熱中症にならないように十分に気をつけて暑い
夏を乗りきって下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報部　片山文昭

京都土地家屋調査士　第151号
発行所　京都土地家屋調査士会Ⓒ
　　　　〒604-0984
　　　　京都市中京区竹屋町通富小路東入魚屋町439
　　　　ＴＥＬ　（075）221−5520
　　　　ＦＡＸ　（075）251−0520
　　　　http://www.chosashi-kyoto.or.jp
　　　　e-mail  mail@chosashi-kyoto.or.jp
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